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1

あ
な
た
の
家
庭
の
水
道
水
を
10
点
満
点
で
採
点
す
る
と
？

2

現
在
の
水
道
水
に
つ
い
て
不
満
・
不
安
を
感
じ
て
い
る
点
は
？

3

水
に
関
し
て
日
頃
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
は
？

4

水
道
水
VS
浄
水
器
―
あ
な
た
が
日
常
使
っ
て
い
る
水
は
？

5

節
水
を
実
行
し
て
い
ま
す
か
？
　
そ
の
具
体
的
な
方
法
と
は
？

6

あ
な
た
が
家
庭
で
行
っ
て
い
る
水
質
保
全
へ
の
配
慮
は
？

7

き
れ
い
で
安
全
な
水
を
残
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
？

8

水
に
関
わ
る
こ
と
で
知
っ
て
い
る
こ
と
、
経
験
の
あ
る
こ
と
は
？

9

あ
な
た
が
一
番
お
い
し
い
と
思
う
水
は
？

10

水
と
関
わ
り
の
深
い
日
本
文
化
と
い
え
ば
？

11

日
本
で
も
っ
と
も
自
然
が
残
っ
て
い
る
と
思
う
川
は
？

12

水
辺
で
の
楽
し
み
方
は
…
？
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「
水
の
文
化
と
は
」
と
問
わ
れ
る
と
き
、

ま
ず
心
に
浮
か
ぶ
の
が
、
ア
オ
（
淡
水
）
の
文
化
で
す
。

ア
オ
と
は
、

上
げ
潮
に
乗
っ
て
海
か
ら
や
っ
て
く
る
川
の
水
の
こ
と
で
す
が
、

そ
ん
な
水
を
使
っ
て
、
太
古
の
昔
か
ら
最
近
ま
で
、

独
特
の
世
界
を
築
き
上
げ
て
き
た
の
が
、

有
明
海
沿
岸
の
人
た
ち
な
の
で
し
た
。
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13

も
っ
と
も
お
い
し
い
水
が
飲
め
る
と
思
う
都
道
府
県
と
国
は
？

14

水
の
供
給
地
（
都
道
府
県
）
と
し
て
思
い
つ
く
の
は
？

15
「
水
の
都
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
っ
と
も
近
い
都
市
は
？

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

早
川
　
光
「
湧
き
水
の
向
こ
う
に
見
え
る
も
の
」

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

陣
内
秀
信
「
世
界
水
の
都
」

『
有
明
海
と
《
佐
賀
》

ア
オ（
淡
水
）の
世
界
』

富
山
和
子
「
水
の
文
化
」
と
は
何
か
　
第
3
回



3

水道水

くらしの基本を支える水道水に対して、

10点満点評価を行ってもらいました。

全体を平均すると6.1点（Ａ図）。この

点数はおおよそこの５年間、大きな変

動はありません（Ｂ図）。ただ、Ｃ図を

見ると、東京圏・大阪圏居住者がほぼ

同様に左右対称に分布しているのに対

し、中京圏居住者は８点をつける人が

もっとも多く、右側に寄った分布とな

っています。この違いがどこからくる

のか、興味深い点です。

あ
な
た
の
家
庭
の
水
道
水
を
10
点
満
点
で
採
点
す
る
と
？

全
体
平
均
で
は
過
去
最
高
の
6.1
点
　

低
年
齢
ほ
ど
厳
し
い
採
点
で
20
歳
台
で
は
5.4
点
　

中
京
圏
と
東
京
圏
で
は
大
き
な
差

0

2

4

6

点�

�

●
調
査
概
要

・
調
査
対
象
数
　
６
０
０
票

・
有
効
回
答
数
　
４
９
０
票
（
有
効
回
収
率：

81
・
６
%
）

・
調
査
対
象
者
　
東
京
圏
（
東
京
都
、
千
葉
県
、
埼
玉
県
、
神
奈
川
県
）

大
阪
圏
（
大
阪
府
、
兵
庫
県
、
京
都
府
）

中
京
圏
（
愛
知
県
、
三
重
県
、
岐
阜
県
）

に
居
住
す
る
20
歳
代
か
ら
60
歳
代
の
男
女

・
調
査
方
法
　
　
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
調
査
票
の
送
付
お
よ
び
回
収

・
調
査
期
間
　
　
1
9
9
9
年
6
月
4
日
〜
6
月
9
日

『
水
に
か
か
わ
る
生
活
意
識
調
査
』

報
告

※東京圏：大阪圏：中京圏の回答者数比率は、ほぼ２：１：１の割合と
なっています。
※過去４年間も、毎年同様の規模で調査を実施してきました。

�

 東京圏 中京圏 大阪圏 　　　 全体�

 男性 女性 男性 女性 男性 女性 男性 女性 小計 
 27 30 16 16 11 13 54 59 113�
 29 33 14 15 16 18 59 66 125�
 34 25 16 16 15 15 65 56 121�
 39 27 16 13 19 17 74 57 131�
 129 115 62 60 61 63 252 238 490�
� 244人 122人 124人 490人�

20代�
30代�
40代�

50代以上�

合計�

《 有効回答内訳表 》 （単位：人）

Ａ.《水道水の10点評価－99年》

（単位：点）
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点�
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Ｂ.《10点評価－この5年間の推移》（単位：点）
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Ｃ.《居住地域別に見た評価の違い－99年》（単位：％）

ミ
ツ
カ
ン
グ
ル
ー
プ
で
は
'95
年
以
降
、『
水
に
か
か
わ

る
生
活
意
識
調
査
』
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
年
で
5
回
目
を
迎
え
る
も
の
で
、
'99
年
度
の
調
査

結
果
は
7
月
に
新
聞
等
で
公
表
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
特
集
で
は
、
こ
の
最
新
の
調
査
結
果
を
中
心

に
し
て
、「
都
市
生
活
者
が
も
つ
水
へ
の
イ
メ
ー
ジ
と

く
ら
し
の
関
係
」
に
つ
い
て
追
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。



水に関して日頃不安を感じている事柄について、

10の選択肢から複数選択していただいた結果です

（Ａ・Ｂ図）。中でも目を引くのは「ダイオキシン

による汚染」に、全体で５人に４人が不安を感じ

ているという点です。また、昨年「環境ホルモン

への生物への影響」を挙げた方は東京圏では61.4%

でしたが、今年は68.0%と約７ポイント上がってお

り、マスコミ報道の影響も予想される結果となっ

ています。

水
に
関
し
て
日
頃
不
安
に
感
じ
て
い
る
こ
と
は
？

８
割
近
く
が
『
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
よ
る
汚
染
が
不
安
』
と
回
答

現在の水道水について、不満・不安を感じ

ている点を８つの選択肢の中から複数選択

していただいた結果です。しかし、Ａ～Ｃ

図を見ても、おおよその傾向はほとんど変

わっていません。世代別に見ても、こうし

た不安をほぼ均等に感じているようです。

現
在
の
水
道
水
に
つ
い
て
不
満
・
不
安
を
感
じ
て
い
る
点
は
？

「
塩
素
系
消
毒
剤
」「
お
い
し
く
な
い
」「
貯
水
槽
や
水
道
管
の
汚
染
」
が
ト
ッ
プ
３
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飲
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活
用
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悪
化�

環
境
ホ
ル
モ
ン
の
生
物
に
与
え
る
影
響�

酸
性
雨�

水
質
汚
濁
に
よ
る
生
物
の
減
少
・
死
滅�

水
質
汚
濁
に
よ
る
環
境
の
悪
化
・
悪
臭�

ダ
ム
や
堤
防
建
設
に
よ
る
自
然
環
境
破
壊�

給
水
制
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小
河
川
ト
ン
ネ
ル
化
等
に
よ
る
水
辺
景
観
減
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水
難
被
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5位�
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4位�
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66.8％ 54.1％ 58.1％ 58.7％ 64.3％ 61.4％�

�

塩
素
系
消
毒
剤
は�

　
体
に
良
く
な
い�

お
い
し
く
な
い�

貯
水
槽
や
水
道
管
が�

　
汚
染
さ
れ
て
い
る�

水
道
料
金
が
高
い�

水
源
が
汚
染
さ
れ
て�

　
い
る
よ
う
な
気
が
す
る�

臭
い
が
あ
る�

渇
水
で
給
水
制
限�

　
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る�

色
が
あ
る�

�0

20

40

%

Ａ.《水道水への不満・不安－99年》
（単位：％）

Ｂ.《Ａ図のワースト5－この5年間の推移》

Ｃ.《東京圏・中京圏・大阪圏居住者が選ぶ
ワースト5－99年》

Ａ.《日頃感じている水への不安－99年》
（単位：％）

Ｂ.《Ａ図のワースト5を
居住者の地域別・性別から見た構成比率》

 東京圏 中京圏 大阪圏 全体�

 おいしくない 塩素等消毒剤 おいしくない 塩素等消毒剤�
 63.5％ 45.1％ 62.1％ 55.9％�

 塩素等消毒剤 貯水槽等の汚染 塩素等消毒剤 おいしくない�
 63.1％ 43.4％ 52.4％ 55.7％�

 貯水槽等の汚染 水道料金が高い 貯水槽等の汚染 貯水槽等の汚染�
 52.5％ 36.9％ 48.4％ 49.2％�

 水道料金が高い 水源の汚染 水道料金が高い 水道料金が高い�
 42.6％ 34.4％ 44.4％ 41.6％�

 水源の汚染 おいしくない 臭いがある 水源の汚染�
 40.2％ 33.6％ 40.3％ 38.2％�

1�

2�

3�

4�

5



家庭での節水実行度（Ａ図）、ならびに「かなり節水し

ている」「多少節水している」と回答した方が行ってい

る具体的な節水方法（Ｂ図）についてそれぞれ複数選択

いただいたものを、'99年と'95年で比較したものです。

家庭での節水習慣も確実に根付いているようです。'95

年には「気にせずに水を使う」と答えた方が8.6%もい

たのに対し、今年は2.0%にまで下がりました。

気になるのが、具体的な節水方法です。Ｂ図を見ると、

「風呂のお湯を使い回す」「洗い桶に水をためて食器を洗

う」が確実に増えていますが、「水洗トイレで消音のた

めの水を流さない」が61.8%から59.8%、「シャワーはこ

まめに水をとめながら浴びる」が67.2%から63.2%へと

減っています。洗濯や洗い物という家事面での節水方法

は根付いているようですが、トイレやシャワーの水に対

する節水意識が、脇に追いやられる傾向があるように思

われます。

節
水
を
実
行
し
て
い
ま
す
か
？

そ
の
具
体
的
な
方
法
と
は
？

約
７
割
が
節
水
派
　
「
風
呂
の
湯
の
使
い
回
し
」
は
７
割
以
上
の
方
が
実
行

Ａ.《家庭での節水実行度》（単位：％）

水を飲む時、ご飯を炊くとき…

など５つの用途で使う水を、

水道水、湯冷ましの水、

井戸の水、湧き水、渓流の水、

浄水器を通った水、

市販のミネラルウォーター

の中から各々１つづつ選んでもら

った結果です。

図は、その結果を“水道水”と

“浄水器を通った水”“その他”に

分けて示したものです。

飲料水への不安のためか、かなり

の程度の方が浄水器を使っている

ことが分かります。さらに、炊飯

に浄水器を使う方が、'95年では

28.3%にすぎなかったのに対し、

今年は35.9%となっています。

また、「飲用に使う水」として

「その他」の内訳は、「市販のミネ

ラルウォーター」が19.6%、「湯冷

ましの水」が12.9％と続いていま

す。飲料水の浄化に費用をかける

方が少しづつ増えてきているよう

です。

水
道
水
VS
浄
水
器
　
あ
な
た
が
日
常
使
っ
て
い
る
水
は
？

ご
飯
は
水
道
水
で
炊
く
が
約
５
割
　

飲
用
に
は
浄
水
器
を
通
っ
た
水
を
使
う
は
34
％

（単位：％）

《用途別の“水道水”vs．“浄水器”－99年》
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水道水
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�
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洗
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バ
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使
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�
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浄
水
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水
道
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                    33.7�
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Ｂ.《具体的な節水方法》　 （単位：％）



家庭で行っている具体的な水質保全への

配慮を、５つの選択肢の中から複数選択

していただいた結果です。やはり男女の

意識の差が表れる結果となっています。

どの方法もこの５年間、ぼぼ同様の比率

で推移しています。

意外と知られていないのが「米のとぎ汁

を流さない」。環境に負荷をかける一つの

原因となっています。

あ
な
た
が
家
庭
で
行
っ
て
い
る
水
質
保
全
へ
の
配
慮
は
？

「
ゴ
ミ
を
流
さ
な
い
」「
油
を
流
し
か
ら
流
さ
な
い
」
は
９
割
以
上
の
実
施
率

女
性
の
方
が
高
い
身
近
な
環
境
保
全
意
識

6
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  女�
男�

将来にわたって、きれいで安全な水を残すこと

に必要なことは何でしょうか。図は11の選択肢

の中から複数選択していただいた結果です。

「企業や家庭の節水・汚水を排水しない」「森林

の保全」「河川や海にゴミを捨てない」－これら

はここ数年大きな順位変動はありません。ただ、

'99年は「学校や家庭での自然・環境教育の充実」

や「都市部における水のリサイクル」が、昨年

に比べ大幅に伸びていることが目を引きます。

き
れ
い
で
安
全
な
水
を
残
す
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
？

必
要
な
こ
と
の
ト
ッ
プ
は
「
企
業
の
努
力
」
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《家庭で行っている
水質保全への配慮－99年》

（単位：％）

《きれいで安全な水を残すために
必要なこと》

（単位：％）



水に関わることで知っている・経験のあるこ

とについて、複数選択していただいた結果で

す。都市居住者にはなかなか、“蛇口と排水

口の向こう側”のことが分からないものです。

そこで水に関わることで知っていることにつ

いて調べてみると、水源地や利水・水道施設

に比べ、排水先を知らない方の割合の多さが

目を引きます。

また、総じて中京圏の認知率・経験率が高い

ようです。水道水への評価での東京圏・大阪

圏との際だった違いなど、中京圏の生活者と

水との関わりには、他地域と異なる特徴があ

るように感じられます。

水
に
関
わ
る
こ
と
で
知
っ
て
い
る
こ
と
、
経
験
の
あ
る
こ
と
は
？
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を
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「水と関わりの深い日本文化は？」という問いに、次

の19の選択肢の中から3つを選んで頂いた結果です。

茶道、華道、書道、日本庭園、日本料理、木像建

築、森林、歌舞伎、能・狂言などの伝統芸能、染

め物、宗教、園芸、舟・船・海運、稲作、酒造り、

醤油造り、酢造り、和紙（製紙技術）、入浴習慣、

祭り

水から思い浮かべる日本文化というと、「酒造り」や

「稲作」ということなのでしょうか。Ａ図を見ると、

'97年には42.7%と「酒造り」に次いで２位を占めてい

た「入浴習慣」が、今年は大幅ダウンしているのが

気になります。

ではこの結果を世代層別に分けてみると、どのよう

な結果がでるでしょうか（Ｂ図）。まず目を引くのが、

20歳代の意識です。20歳代が最も「水に関係のある

日本文化」と感じているのは「茶道」であり、「酒造

り」や「稲作」、「入浴習慣」は２番目でほぼ並んでい

ます。「酒造り」を選ぶ方は、年齢層が高くなるほど

多くなると私たちは思いがちですが、実際には30歳

代の方が一番多いという結果が出ています。また、

「酒造り」以外の項目については、おおむね各世代が

同調しているようです。とは言っても、詳しくみる

と、20歳代が他の世代とは若干異なる動きを示して

いるように思われます。

水
と
関
わ
り
の
深
い
日
本
文
化
と
い
え
ば
？

酒
造
り
、
稲
作
、
茶
道
…

「一番おいしいと思う水」について、９つ

の選択肢の中から１つだけ選んでいただ

いた結果です。「湧き水」が２位以下を引

き離して半数以上を占めています。２位

の「渓流の水」とも合わせると67.4％と

なり、自然の水への評価の高さが目を引

きます。

あ
な
た
が
一
番
お
い
し
い
と
思
う
水
は
？

湧
き
水
、
渓
流
の
水
が
ベ
ス
ト
２

や
は
り
自
然
の
水
が
一
番

《一番おいしい水－99年》（単位：％）

《東京圏・中京圏・大阪圏 各居住者の
「知っていること、経験のあること」

－99年》
（単位：％）

Ａ.《水と関わりの深いと思う日本文化》（単位：％）

Ｂ.《世代によって異なる
水と日本文化のイメージ－99年》

（単位：人）



〜
こ
の
調
査
結
果
を
見
て
〜

高
知
県
文
化
環
境
部
四
万
十
川
対
策
室

室
長
　
市
原
　
利
行
　
氏

「
日
本
で
も
っ
と
も
自
然
が
残
っ
て
い
る
と
思
う

川
は
？
」
で
、
四
万
十
川
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
を
知
っ
た
の
は
昨
年
の
新
聞
報
道
で
し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
の
調
査
で
も
三
年
連
続
ト
ッ
プ
で
、

約
半
数
の
方
が
四
万
十
川
を
あ
げ
て
い
た
だ
い
た

と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま

す
。

四
万
十
川
が
全
国
に
紹
介
さ
れ
表
舞
台
に
出
た

の
は
、
一
九
八
三
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
特
集
の
中
で
「
最

後
の
清
流
」
と
報
道
さ
れ
た
こ
と
が
最
初
で
し
た

が
、
一
六
年
経
た
今
で
も
全
国
の
方
々
に

根
強
い
人
気
が
続
い
て
い
る
こ
と
改
め
て
認
識
し

ま
し
た
。

四
万
十
川
は
清
流
の
代
名
詞
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
水
質
そ
の
も
の
は
普
通
程
度
で
す
。
何
が
人

気
を
高
め
て
い
る
か
と
言
え
ば
、「
川
本
来
の
姿
を

と
ど
め
、
そ
こ
に
生
活
が
営
ま
れ
て
い
る
」
と
言

う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
四
万
十
川
程

度
の
川
は
一
九
六
〇
年
代
頃
に
は
全
国
ど
こ
に
で

も
あ
っ
た
川
で
す
。
し
か
し
、
全
国
の
川
が
ダ
ム

建
設
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
で
固
め
ら
れ
て
来
た

時
期
に
、
開
発
の
波
に
洗
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

相
対
的
に
評
価
を
高
め
て
い
る
結
果
で
は
な
い
か

と
思
っ
て
い
ま
す
。

橋
本
知
事
は
、「
人
々
の
息
づ
か
い
が
聞
こ
え
る

川
」
と
い
い
、
全
国
か
ら
訪
れ
た
方
の
中
に
は
、

「
川
の
に
お
い
が
す
る
」
と
言
っ
て
く
れ
ま
す
。

四
万
十
川
が他

の
河
川
と
異
な
る
点

四
万
十
川
の
特
徴
を
一
言
で
表
す
と
、「
中
山
間

部
を
流
れ
て
い
る
の
に
、
流
れ
が
非
常
に
緩
や
か

で
あ
る
こ
と
」
で
す
。
日
本
の
河
川
の
ほ
と
ん
ど

は
、
二
〇
〇
〇
〜
三
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
級
の
山
々

か
ら
発
し
、
直
線
的
に
海
に
流
れ
て
い
ま
す
が
、

四
万
十
川
は
一
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
程
度
の
高
さ
に

源
流
点
を
も
ち
、
大
蛇
行
を
繰
り
返
し
な
が
ら
海

に
注
い
で
い
ま
す
。
河
川
勾
配
は
、
中
・
下
流
域

で
も
一
キ
ロ
流
れ
て
も
、
一
〜
二
メ
ー
ト
ル
の
高

さ
し
か
下
ら
ず
、
淵
で
は
湖
の
よ
う
な
場
所
も
随

所
に
見
ら
れ
ま
す
。

下
流
の
約
五
〇
キ
ロ
区
間
を
中
心
に
ゆ
る
い
Ｓ

状
の
蛇
行
を
繰
り
返
し
、
川
岸
も
自
然
の
植
生
で

覆
わ
れ
人
工
物
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ず
、
上
流
と

下
流
の
区
別
が
つ
か
な
い
等
、
優
れ
た
景
観
が
見

ら
れ
ま
す
。

洪
水
時
に
は
水
中
に
沈
む
「
沈
下
橋
」（
他
県
で

は
「
潜
水
橋
」
や
「
潜
り
橋
」
な
ど
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
）
が
、
四
万
十
川
だ
け
で
二
一
の
橋
が
残

っ
て
お
り
、
周
囲
の
景
観
と
調
和
し
、
橋
を
使
っ

て
人
が
川
に
近
づ
き
や
す
い
場
が
あ
り
ま
す
。
川

沿
い
に
は
小
さ
な
集
落
が
点
在
し
、
川
と
密
接
に

関
わ
っ
た
地
域
住
民
の
生
活
が
営
ま
れ
、
人
と
自

然
が
共
生
し
て
い
ま
す
。

高
知
県
民
の
四
万
十
川
へ
の
愛
着

一
九
九
五
（
平
成
七
）
年
三
月
に
取
り
ま
と
め

た
流
域
住
民
及
び
県
民
調
査
結
果
で
は
、
六
五．

三
％
の
流
域
住
民
、
八
一．

三
％
の
県
民
が
、「
四

万
十
川
は
自
然
景
観
が
残
る
美
し
い
川
」
と
答
え

て
い
ま
す
。

一
方
、
二
〇
〜
三
〇
年
後
の
四
万
十
川
に
つ
い

て
は
、
約
四
〇
％
の
流
域
住
民
・
県
民
が
、「
自
然

景
観
は
現
在
と
変
わ
ら
な
い
が
、
空
き
缶
や
ち
り

な
ど
が
散
乱
し
魅
力
の
な
い
川
に
な
っ
て
い
る
」、

「
四
万
十
川
の
人
気
は
落
ち
て
い
る
」
と
回
答
し
て

い
ま
す
。

高
知
県
は
、
四
万
十
川
に
限
ら
ず
清
流
と
い
わ

れ
る
大
小
の
河
川
が
多
数
存
在
し
、
遠
方
に
あ
る

四
万
十
川
ま
で
行
か
な
く
と
も
身
近
で
体
験
で
き

る
た
め
、
四
万
十
川
そ
の
も
の
へ
の
関
心
は
全
国

の
方
々
程
無
い
の
が
実
態
で
す
。
む
し
ろ
、
四
万

十
川
は
全
国
の
方
々
に
高
い
評
価
を
得
て
お
り
、

四
万
十
川
を
訪
れ
る
高
知
県
以
外
の
割
合
は
約
八．

五
％
で
あ
る
と
の
調
査
結
果
も
出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
四
万
十
川
を
き
れ
い
に
保
つ
た
め
に
、

市
民
や
企
業
、
学
校
関
係
者
な
ど
様
々
な
方
々
と

共
に
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

8

水にかかわる
生活意識調査 水と地域

日
本
で
も
っ
と
も
自
然
が
残
っ
て
い
る
と
思
う
川
は
？

『
四
万
十
川
』
が
48
％
で
断
然
ト
ッ
プ

《もっとも自然が残っていると思う川
ベスト5－過去3年間の推移》

（単位：％）



もっともおいしい水が飲めると思う都道府県と国

を、１つづつ記入していただいた結果です。

ほぼ毎年同様の結果となっていますが、都道府県

についての回答を居住地別に比較すると、「中京圏」

では「岐阜」「長野」「愛知」の順になっており、

地元の方の水に対する愛着が感じられます（Ｂ図）。

また、国については、山や氷河のイメージと強く

結びついていることがわかります（Ｃ図）。

も
っ
と
も
お
い
し
い
水
が
飲
め
る
と
思
う
都
道
府
県
と
国
は
？

長
野
県
と
北
海
道
で
４
割
　
国
別
で
は
日
本
が
一
番

水辺に行ったらどのような楽しみ方をする

か、複数選択していただいた結果です。

釣り、キャンプ、スポーツなどよりも、の

んびりと静かにくつろぐ場として、水辺が

イメージされています。ただ、'95年に「水

辺を散歩する」は71.7%、同じく「水辺の

景観を楽しむ」は71.9%でした。それに対

し、'99年では64.9%、58.8%と下がってし

まっているのはどうしてでしょうか。水辺

の減少、生活者の嗜好やライフスタイルの

変化でしょうか…？

水
辺
で
の
楽
し
み
方
は
…
？

散
歩
、
景
観
、
夕
陽
…
　
く
つ
ろ
ぎ
派
が
上
位
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  95年�
99年�

 東京圏 中京圏 大阪圏�

 長野県 岐阜県 長野県�
 24.2％ 21.3％ 35.5％�

 北海道 長野県 北海道�
 18.4％ 19.7％ 20.2％�

 静岡県 愛知県 高知県�
   9.8％ 13.1％   5.6％�

1�

2�

3

《水辺でやってみたいこと》（単位：％）

Ａ.《都道府県ベスト5
－過去5年間の推移》　

（単位：％）

Ｂ.《東京圏・中京圏・大阪圏居住者が選ぶ
ベスト3－99年》　
（単位：％）

Ｃ.《国別ベスト5－過去5年間の推移》　（単位：％）



滋賀県�

�

群馬県　9.8

長野県  17.3

岐阜県　7.3
神奈川県  7.1

21.1
滋賀県�

群馬県  11.3

長野県  17.2

神奈川県 6.9
岐阜県  5.9

24.2
滋賀県�

群馬県　11.2

長野県  18.6

岐阜県　6.3
静岡県  4.9

19.6

�

�

97年 98年 99年�

水
の
供
給
地
（
都
道
府
県
）
と
し
て
思
い
つ
く
の
は
？

現在の日本で、「水の都」という言葉に最も近いと

思う町や都市を、１つだけ記入いただいた結果で

す（Ａ・Ｂ図）。この他にも、水の都としてイメージ

する地として、次の地名が挙げられました（Ｃ図）。

潮来、静岡、神戸、高知、長崎、金沢、北海道、

倉敷、山梨、高山、富士山麓、東京、水戸、新潟、

小樽、沖縄、名古屋、富山、萩・津和野、盛岡、

上高地、松江、山形、広島、横浜、その他多数。

こうして見ると、「水の都」と言っても、回答者は

“舟運・水運の町”“清冽な水が残る町”“源水が湧

き出るイメージがある山岳観光地”“川沿いに発達

した古都観光地”など、いろいろなイメージを重

ね合わせていることが分かります。

「
水
の
都
」
の
イ
メ
ー
ジ
に
も
っ
と
も
近
い
都
市
は
？

大
阪
と
京
都
が
過
去
３
年
間
１
位
・
２
位
を
占
め
る

10

水にかかわる
生活意識調査

  滋賀 長野�
    3.6％   3.7％�

1�

2�

3�

4�

5

 大阪 大阪 大阪�
 10.3％ 12.4％ 12.0％�

 京都 京都 京都�
 5.6％ 10.9％ 7.6％�

 仙台 大垣 仙台�
   4.9％   4.4％   5.5％�

  仙台 柳川�
    4.2％   4.5％�

滋賀�
・�
長野�
・�
柳川�
�
�3.6％�

   97年   98年   99年�

�

�

京都�
・�
柳川�
・�
滋賀�
�  6.5％�

 東京圏 中京圏 大阪圏�

 京都 大垣 大阪�
 9.0％ 12.3％ 28.2％�

 大阪 郡上八幡 �
 7.8％   9.8％ �

 仙台 長野・京都 �
  7.0％   5.7％   

1�

2�

3 〜
こ
の
調
査
結
果
を
見
て
〜

山
梨
日
日
新
聞
論
説
委
員

編
集
局
次
長
　
深
沢
　
健
三
氏

山
梨
県
の
北
辺
に
横
た
わ
る
奥
秩

父
山
系
に
甲
武
信
ヶ
岳
（
二
四
七
五

メ
ー
ト
ル
）
が
あ
り
ま
す
。
太
平
洋

と
日
本
海
の
分
水
嶺
で
、
笛
吹
川

（
富
士
川
）、
荒
川
、
千
曲
川
（
信
濃

川
）
の
最
初
の
一
滴
が
こ
の
山
で
生

ま
れ
ま
す
。
三
つ
の
川
の
生
ま
れ
た

て
の
水
の
味
は
、
地
元
び
い
き
を
割

り
引
い
て
も
笛
吹
川
が
一
番
で
す
。

花
崗
岩
か
ら
吹
き
出
す
水
は
甘
露
以

外
に
形
容
が
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
笠
取
山
（
一
九
五
三
メ
ー
ト

ル
）
は
丹
波
川
（
多
摩
川
）
の
源
流

の
山
。
こ
の
山
の
山
頂
近
く
に
水
干

（
み
ず
ひ
）
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
あ

り
、
石
の
祠
が
あ
る
の
で
す
が
、
多

摩
川
の
始
ま
り
で
す
。
こ
の
水
が
小

河
内
ダ
ム
に
集
ま
り
、
都
民
の
の
ど

を
潤
し
て
い
る
の
で
す
。
一
帯
は
都

の
水
源
林
と
し
て
大
切
に
さ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
丹
沢
山
系
の
道
志
村
は
、

横
浜
市
の
水
道
を
ま
か
な
っ
て
百
年

を
経
ま
し
た
。

山
梨
の
水
道
水
源
は
七
割
が
ミ
ネ

ラ
ル
た
っ
ぷ
り
の
地
下
水
で
表
流
水

は
三
割
。
全
国
は
逆
で
す
。
山
梨
の

「
お
い
し
い
水
」
第
五
位
は
、
源
流

県
・
供
給
県
と
し
て
喜
ぶ
べ
き
か
悲

し
む
べ
き
か
。
イ
メ
ー
ジ
は
「
水
も

の
」。
ぜ
ひ
中
身
を
味
わ
っ
て
み
て

下
さ
い
。

� 東京圏 中京圏 大阪圏�

 群馬県 長野県 滋賀県�
 21.7％ 27.9％ 59.7％�

 長野県 岐阜県 長野県�
 16.4％ 23.8％ 13.7％�

 神奈川県 滋賀県 大阪府�
   8.6％  8.2％   4.8％�

1�

2�

3

東京�
横浜�

仙台�

名古屋�
大阪�

神戸�
京都�

広島�

秋田�

山形�
新潟�

福島�

郡上八幡�

水戸�潮来�

富士山麓�

長野�
富山�金沢�

滋賀�
高山�松江�

長崎�

萩� 倉敷�

高知�
柳川�

山梨�

盛岡�

北海道�
小樽�

「水の供給県」としてイメージする都道府県

を、１つだけ記入いただいた結果です。回

答者が居住している地域の水道水源地をイ

メージされている方が多いようですが、全

体としては「滋賀県」「長野県」「群馬県」

の順位がこの３年間続いています。

Ａ.《都道府県ベスト3
－過去3年間の推移 》　

（単位：％）

Ｂ.《東京圏・中京圏・大阪圏居住者が選ぶ
ベスト3－99年》　
（単位：％）

Ａ. 《都道府県ベスト5
－過去3年間の推移》

（単位：％）

Ｂ.《東京圏・中京圏・大阪圏居住者が選ぶ
ベスト3－99年》　
（単位：％）

Ｃ.《その他に挙げられた
全国の主な「水の都」

－99年》　

全
体
で
は
ベ
ス
ト
３
が
過
去
３
年
間
不
動
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水にかかわる
生活意識調査

映
画
監
督
が

水
に
こ
だ
わ
っ
た
き
っ
か
け

一
九
八
五
（
昭
和
六
〇
）
年
頃
に
、
昭
和
三
〇

年
代
を
題
材
と
し
た
映
画
を
撮
る
計
画
が
あ
り
、

東
京
で
も
古
い
町
を
ロ
ケ
ハ
ン
し
て
歩
い
て
い
た

ん
で
す
。
ち
ょ
う
ど
バ
ブ
ル
の
前
頃
で
、
古
い
街

並
み
が
ど
ん
ど
ん
更
地
に
な
っ
て
い
っ
た
頃
。
そ

の
時
に
、
自
分
が
東
京
生
ま
れ
な
の
に
、
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
が
か
な
り
で
て
き
た
。「
都
心
に
湧

き
水
が
あ
る
」「
蛍
の
養
殖
を
し
て
い
る
」「
わ
さ

び
田
が
あ
る
」。
そ
の
時
の
経
験
を
『
東
京
迷
走

大
図
鑑
』『
東
京
の
自
然
水
』
に
ま
と
め
た
の
で

す
。
最
初
は
、
東
京
と
い
う
都
市
と
湧
き
水
の
不

可
思
議
な
関
係
の
お
も
し
ろ
さ
に
惹
か
れ
て
い
た

だ
け
だ
っ
た
ん
で
す
が
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

ブ
ー
ム
と
も
重
な
っ
て
、
水
そ
の
も
の
を
徹
底
的

に
調
べ
る
よ
う
に
な
り
、
知
識
の
蓄
積
も
で
き
、

九
〇
年
代
に
な
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
テ

ー
マ
に
文
章
を
書
き
始
め
た
次
第
で
す
。

15
年
間
―
変
わ
る
水
へ
の
志
向

九
〇
年
代
前
半
位
ま
で
、
人
々
の
水
へ
の
関
心

は
「
味
」
な
ん
で
す
ね
。「
お
い
し
い
水
」
が
最

重
要
で
し
た
。
次
に
、
水
を
「
飲
む
」
と
い
う
形

だ
け
で
は
な
く
、
お
茶
を
入
れ
る
と
か
コ
ー
ヒ
ー

を
入
れ
る
、
炊
飯
、
だ
し
を
取
る
と
い
っ
た
、
違

う
利
用
法
に
つ
い
て
の
関
心
が
生
ま
れ
、「
水
の

使
い
分
け
」
と
い
う
発
想
が
出
て
き
ま
す
。

九
五
年
頃
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
飲
む
の
は

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
料
理
は
水
道
や
浄
水
器
、

そ
の
時
に
何
を
基
準
に
し
て
水
を
使
い
分
け
れ
ば

よ
い
の
か
、
ど
こ
ま
で
浄
水
器
で
済
み
、
ど
こ
か

ら
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
か
と
い
う
質
問
を
結
構

受
け
ま
し
た
。『
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
増
補
版
』
で
も
、「
硬
度
い
く
つ
が
何
に

向
い
て
い
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
を
実
験
デ
ー
タ

に
基
づ
い
て
書
い
た
わ
け
で
す
。
そ
し
て
去
年
、

環
境
ホ
ル
モ
ン
問
題
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

純
粋
に
水
の
汚
染
の
問
題
―
「
安
全
か
ど
う
か
」

と
「
飲
ん
で
健
康
に
よ
い
の
か
」
と
い
う
質
問
を

多
く
受
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
明
ら
か
に
水

に
対
し
て
内
向
き
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
グ
ル
メ

ブ
ー
ム
の
時
に
、
水
ブ
ー
ム
が
高
ま
っ
た
わ
け
で

す
が
、
そ
の
時
は
「
味
」
が
問
題
に
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
が
「
水
の
利
用
法
」
と
い
う
関
心
を
経
て
、

最
近
で
は
「
安
全
性
＋
健
康
へ
の
適
性
」
で
す
。

今
回
の
調
査

「
湧
き
水
の
イ
メ
ー
ジ
」
が

ト
ッ
プ
に
立
つ
こ
と
の
意
味

回
答
者
は
都
市
圏
の
方
で
す
よ
ね
。
渓
流
の
水
、

自
然
の
水
、
大
自
然
の
中
か
ら
湧
き
出
て
く
る
水
、

森
の
中
か
ら
こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
て
く
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
、
都
市
生
活
者
に
と
っ
て
は
美
し
い

も
の
の
象
徴
に
な
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
、
実
際
は
、
湧
い
て
出
て
く
る
湧
き
水
も
、

地
下
に
入
っ
て
い
る
井
戸
水
も
、
同
じ
地
下
水
と

い
う
こ
と
で
成
分
的
に
も
内
容
的
に
も
差
異
が
な

い
。
む
し
ろ
地
表
に
出
て
き
た
分
だ
け
、
様
々
な

地
表
水
と
混
入
し
て
し
ま
う
危
険
も
あ
り
、「
湧

早川 光氏
映画監督　　1961年、東京新宿区生まれ。'84年、
初の劇場用映画『アギ･鬼神の怒り』をアボリアッ
ツ国際ファンタスティック映画祭に出品。最終選
考に選ばれる。映画以外では水と料理への関心が
高く、'88年の『東京の自然水』を皮切りに『名
水巡礼東京八十八箇所』『おいしい水で料理が変
わる』『ミネラルウォーター・ガイドブック』他
多数。10月末に「江戸前ずしの悦楽」（晶文社出
版）を上梓。現在は、月刊誌『東京人』に料理に
関するエッセイ「舌鼓十二カ月」を連載中。

INTERVIEWインタビュー　早川 光

『湧き水の向こうに見えるもの』
「一番おいしいと思う水は？」という質問に、二位以下に大差をつけて「湧き水」と
回答した方が多数いらっしゃいました（7 頁）。この結果について、“湧き水とミネラル
ウォーター”の専門家でもある映画監督の早川光氏にお話をうかがいました。

早
川
氏
の
最
新
刊
（
マ
ガ
ジ
ン
ハ
ウ
ス
）

http:www02.so-net.ne. jp/̃m-water/

早川氏が個人で開
設しているミネラ
ルウォーター専用
のホームページ。
目からうろこが落
ちる情報が満載さ
れています。
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き
水
だ
か
ら
安
全
で
お
い
し
い
」
と
い
う
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
で
も
、
都
市
生
活
者
の
幻
想
と

し
て
、
湧
き
水
と
い
う
の
が
非
常
に
美
化
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

そ
れ
と
、
ど
う
も
目
の
前
で
湧
い
て
い
る
所
を

見
な
い
と
、
市
販
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
中

身
が
信
用
で
き
な
い
と
思
っ
て
い
る
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
が
ど
う
い
う
も
の
な
の

か
、
あ
る
い
は
井
戸
の
水
と
湧
き
水
が
ど
う
違
う

の
か
一
般
の
方
に
正
し
い
知
識
が
浸
透
し
て
い
な

い
の
で
し
ょ
う
。

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

ボ
ト
ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー

一
九
九
〇
年
に
農
林
水
産
省
が
出
し
た
「
ミ
ネ

ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
類
の
品
質
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
大
き
な
分
け
方
が
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ボ
ト
ル

ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
い
う
三
分
類
で
す
。
わ
か
り
や

す
く
い
う
と
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
と
い
う
の

は
、
最
小
限
の
処
理
で
出
し
て
い
る
。
ミ
ネ
ラ
ル

ウ
ォ
ー
タ
ー
は
違
う
水
源
の
水
を
混
ぜ
合
わ
せ
た

り
、
ミ
ネ
ラ
ル
分
の
調
整
を
し
て
い
る
水
。
ボ
ト

ル
ド
ウ
ォ
ー
タ
ー
は
飲
用
水
な
ら
何
で
も
い
い
。

河
川
の
水
で
も
、
水
道
水
を
つ
め
て
も
、
水
道
法

の
「
飲
用
適
」
で
あ
れ
ば
い
い
。
お
お
ま
か
な
分

け
方
で
す
。
日
本
で
は
湧
水
と
地
下
水
の
分
類
が

あ
い
ま
い
で
す
が
、
本
当
は
地
表
に
湧
い
て
し
ま

っ
た
水
は
、
厳
密
に
言
え
ば
「
地
下
水
」
で
は
な

い
わ
け
で
す
。
地
表
の
外
に
出
て
し
ま
っ
た
瞬
間

で
空
気
に
触
れ
、
し
か
も
そ
こ
に
雨
水
と
か
周
囲

の
有
機
物
と
か
が
混
入
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
湧
き
水
が
湧
い
て
い
る
泉
は
、
見
た
目
が

き
れ
い
だ
か
ら
安
全
か
と
い
う
と
そ
う
で
も
な

い
。
幻
想
な
ん
で
す
ね
。
特
に
最
近
は
、
山
奥
の

湧
き
水
の
出
る
裏
に
産
業
廃
棄
物
処
理
場
や
ゴ
ル

フ
場
が
あ
っ
た
り
す
る
所
も
あ
り
、
む
し
ろ
都
心

部
の
方
が
、
工
場
も
な
い
し
ゴ
ル
フ
場
も
な
い
し

安
全
だ
と
い
う
言
い
方
も
で
き
る
わ
け
で
す
。

お
い
し
い
水
と
地
下
水
の
関
係

地
下
水
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
。
地
下
水
は

地
下
に
入
っ
た
雨
水
が
地
層
に
浸
透
し
て
濾
過
さ

れ
、
地
下
水
脈
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
段
階

で
、
周
囲
の
岩
石
な
ど
の
ミ
ネ
ラ
ル
を
溶
か
し
込

む
わ
け
で
す
。
で
も
、
お
い
し
い
、
お
い
し
く
な

い
と
い
う
の
は
、
そ
れ
に
加
え
、
地
層
の
条
件
が

影
響
す
る
わ
け
で
す
。
地
層
に
よ
っ
て
は
鉄
分
な

ど
金
属
イ
オ
ン
の
多
い
水
に
な
る
。
苦
灰
岩
の
地

層
で
は
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
が
多
く
、
石
灰
岩
が
多
い

と
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く
な
る
。
日
本
の
場
合
、
火

山
国
な
の
で
、
火
山
岩
の
成
分
が
と
け
込
ん
だ
り

し
ま
す
し
、
味
は
地
層
の
構
造
に
よ
っ
て
決
ま
っ

て
き
ま
す
。

日
本
の
場
合
は
、
た
ま
た
ま
日
本
の
地
層
構
造

の
大
部
分
が
火
山
岩
で
構
成
さ
れ
て
い
て
、
比
較

的
水
を
浸
透
し
や
す
い
地
層
に
あ
り
、
短
時
間
に

地
下
水
が
で
き
あ
が
り
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
分

ミ
ネ
ラ
ル
分
が
含
ま
れ
に
く
い
。
だ
か
ら
、
日
本

の
水
は
軟
水
で
あ
り
、
歴
史
的
に
も
軟
水
を
飲
み

続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
日
本
人
は
軟

水
こ
そ
が
お
い
し
い
水
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
意
識
調
査
で
、
一
番
お
い
し
い
水
を
飲

め
る
国
と
し
て
ス
イ
ス
や
カ
ナ
ダ
が
挙
げ
ら
れ
て

ま
す
が
、
や
は
り
、
き
れ
い
な
山
が
あ
っ
て
、
氷

河
が
あ
っ
た
り
、
ピ
ュ
ア
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
。
実
際
に
は
、
ス
イ
ス
と
日
本
と

で
は
全
く
違
う
地
層
構
造
を
し
て
い
ま
す
。
ス
イ

ス
の
水
は
硬
度
の
高
い
水
が
多
い
。
カ
ナ
ダ
は
日

本
と
同
じ
環
太
平
洋
火
山
帯
に
位
置
し
て
お
り
、

日
本
の
水
に
比
較
的
近
い
。
カ
ナ
ダ
、
ス
イ
ス
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ど
れ
も
氷
河
と
い
う
イ
メ
ー
ジ

で
す
が
、
山
の
あ
く
ま
で
も
表
面
し
か
見
て
い
な

い
わ
け
で
す
。
水
の
成
分
構
成
と
か
味
を
決
め
る

の
は
、
地
層
で
あ
っ
て
地
表
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
と
っ
て
の
湧
き
水

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
同
じ
様
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と
っ

た
時
に
、
お
そ
ら
く
「
湧
き
水
が
一
番
お
い
し
い

水
」
と
い
う
回
答
は
で
な
い
と
思
う
ん
で
す
ね
。

日
本
の
湧
き
水
の
場
合
、
浅
い
所
に
水
脈
が
あ
る
。

で
す
か
ら
、
崖
地
な
ど
浅
い
所
に
あ
る
水
脈
が
断

ち
切
ら
れ
て
出
て
く
る
。
そ
れ
が
湧
き
水
な
ん
で

す
け
れ
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
そ
う
い
う
所
は
あ
ま

り
な
い
で
す
ね
。
む
し
ろ
、
地
下
の
深
い
所
に
あ

る
水
脈
が
地
殻
変
動
な
ど
に
よ
っ
て
切
れ
、
そ
の

切
れ
目
か
ら
噴
出
し
て
く
る
。
泉
で
す
ね
、
ス
プ

リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
タ
ー
。
日
本
の
湧
き
水
は
地
層
の

切
れ
目
か
ら
ち
ょ
ろ
ち
ょ
ろ
出
て
く
る
ス
タ
イ
ル

で
す
け
れ
ど
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
場
合
、
泉
の
よ
う

に
噴
出
し
て
く
る
形
が
多
い
。
で
す
か
ら
、
水
が

地
下
深
く
に
あ
る
こ
と
で
安
全
性
が
保
た
れ
て
い

る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
非
常
に
強
く
あ
る
。

加
え
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
は
川
の
水
を
飲
む
こ
と

で
ペ
ス
ト
や
コ
レ
ラ
に
感
染
し
て
、
国
が
滅
び
る

よ
う
な
経
験
を
何
度
も
し
て
い
る
の
で
、
泉
の
水

を
も
の
す
ご
く
大
切
に
し
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
教
に

ま
つ
わ
る
奇
跡
伝
説
が
あ
る
ぐ
ら
い
、
水
は
神
聖

な
も
の
で
あ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。
泉
が

非
常
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
手
厚
く
保

護
す
る
わ
け
で
す
。
今
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
厳
格

な
水
源
保
護
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
う
い
う

考
え
方
は
中
世
か
ら
あ
り
ま
し
た
。



水にかかわる
生活意識調査

僕
が
選
ぶ
世
界
水
の
都

十
都

ま
ず
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
（
イ
タ
リ
ア
）、
そ
し

て
そ
の
大
陸
側
の
ヴ
ェ
ネ
ト
地
方
の
町
ト
レ
ヴ
ィ

ー
ゾ
（
イ
タ
リ
ア
）。
近
郊
の
農
村
部
が
ベ
ネ
ト

ン
の
発
祥
地
と
い
う
こ
と
で
有
名
な
所
で
す
。
ヴ

ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
隠
れ
て
い
ま
す
が
、
知
ら
れ
ざ
る

水
の
都
で
す
。

ミ
ラ
ノ
（
イ
タ
リ
ア
）
も
東
京
と
同
じ
様
に
水

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
張
り
巡
ら
せ
て
い
た
都
市
で

す
。
た
と
え
ば
ド
ゥ
オ
モ
（
大
聖
堂
）
の
石
は
舟

運
で
運
ん
で
き
た
も
の
で
す
。
で
も
、
近
代
化
の

過
程
で
か
な
り
の
運
河
を
埋
め
て
し
ま
い
、
今
は

幸
い
三
系
統
だ
け
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
ナ
ヴ

ィ
リ
オ
と
い
い
ま
す
が
、
そ
こ
が
、
今
や
ロ
ン
バ

ル
デ
ィ
ア
地
方
の
若
者
が
週
末
に
押
し
寄
せ
る
、

た
い
へ
ん
な
賑
わ
い
の
地
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
と
、
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
（
ベ
ル
ギ
ー
、
現
地

名
は
ブ
ル
ッ
ヘ
）。
こ
こ
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
を

追
い
か
け
る
よ
う
に
発
展
し
、
経
済
中
心
と
な
っ

た
中
世
都
市
の
代
表
で
、
や
は
り
運
河
が
巡
っ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
、
実
用
的
な
水
運
は
ほ
と
ん

ど
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
観
光
船
で
周
遊
で
き
、

北
の
ヴ
ェ
ニ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
の
繁
栄
を

受
け
継
ぐ
形
で
、
水
の
都

と
し
て
君
臨
し
た
の
が

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
（
オ
ラ
ン
ダ
）
で
す
。
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
か
ら
ブ
リ
ュ
ー
ジ
ュ
、
そ
し
て
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
に
至
る
系
列
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
の

歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
す
。
お
も

し
ろ
い
の
は
、
ち
ょ
う
ど
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
と
江

戸
が
ほ
ぼ
一
七
世
紀
の
同
時
期
に
大
々
的
に
形
成

さ
れ
て
い
る
点
で
す
。

こ
れ
ま
で
選
ん
だ
の
は
、
都
市
の
中
に
運
河
が

巡
っ
て
い
る
「
水
網
都
市
」（
上
田
篤
･
京
都
精

華
大
学
教
授
が
、
こ
う
命
名
し
て
い
ま
す
）
で
す
。

こ
れ
と
異
な
る
の
が
、
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
（
ト
ル

コ
）。
こ
こ
は
、
海
と
湾
、
海
峡
と
い
う
三
つ
の

水
域
が
町
に
面
し
て
い
ま
す
。
イ
ス
タ
ン
ブ
ー
ル

は
旧
市
街
と
金
角
湾
を
は
さ
ん
で
北
に
あ
る
新
市

街
（
新
市
街
と
い
っ
て
も
ジ
ェ
ノ
ヴ
ァ
、
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
系
の
人
々
が
い
た

古
い
町
を
核
と
す
る
所
で
、
近
代
に
で
き
た
経
済

中
心
地
に
な
っ
て
い
ま
す
）。
そ
し
て
、
東
側
の

小
ア
ジ
ア
と
の
間
に
ボ
ス
ポ
ラ
ス
海
峡
が
位
置

し
、
船
が
三
つ
の
エ
リ
ア
を
行
き
交
っ
て
い
ま
す
。

舟
運
は
活
発
、
橋
も
印
象
的
で
、
水
域
を
は
さ
ん

だ
対
岸
を
見
る
風
景
と
い
う
の
が
非
常
に
印
象
的

で
す
。
坂
が
多
い
、
斜
面
都
市
な
の
で
、
水
を
見

る
パ
ノ
ラ
マ
が
昔
か
ら
尊
重
さ
れ
て
、
海
が
見
え

る
ア
パ
ー
ト
は
家
賃
が
倍
に
な
る
と
い
う
町
で

す
。ア

ジ
ア
に
目
を
向
け
る
と
、
や
は
り
蘇
州
（
中

国
）。
マ
ル
コ
･
ポ
ー
ロ
が
「
自
分
の
故
郷
の
町

の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
似
て
い
る
」
と
言
っ
た
の
で
、

東
洋
の
ヴ
ェ
ニ
ス
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
で
も
、

中
国
人
に
言
わ
せ
る
と
「
ヴ
ェ
ニ
ス
よ
り
も
蘇
州

の
方
が
ず
っ
と
古
い
。
ヴ
ェ
ニ
ス
こ
そ
西
洋
の
蘇

州
だ
」
と
言
い
ま
す
ね
。
水
の
都
市
の
本
家
の
様

な
所
で
、
一
二
世
紀
に
書
か
れ
た
地
図
を
見
て
も
、

中
世
の
段
階
で
現
在
に
受
け
継
が
れ
て
い
る
水
の

都
市
の
骨
格
が
、
完
全
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
こ
れ
も
水
網
都
市
で
す
。

同
じ
水
網
都
市
と
し
て
バ
ン
コ
ク
（
タ
イ
）
が

あ
り
ま
す
。
だ
い
ぶ
運
河
を
埋
め
た
と
は
い
え
、

今
で
も
非
常
に
感
動
す
る
よ
う
な
水
の
都
で
す
。

何
よ
り
も
、
水
と
生
活
の
距
離
が
一
番
近
い
。
人

の
生
活
が
水
に
非
常
に
近
い
。
水
の
中
に
入
り
体

を
洗
っ
た
り
、
水
上
に
家
を
造
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。

そ
れ
と
、
ジ
ャ
カ
ル
タ

（
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
）

も
、
か
な
り
掘
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割
り
や
運
河
を
埋
め
て
し
ま
っ
た
水
の
都
で
す

ね
。
も
と
も
と
オ
ラ
ン
ダ
が
作
っ
た
バ
タ
ヴ
ィ
ア

が
コ
ア
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
周
辺
に
中
国
人
が

住
む
町
、
さ
ら
に
地
元
の
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
住
ん

で
い
る
、
カ
ン
ポ
ン
と
い
う
庶
民
地
区
が
あ
る
。

路
地
を
巡
ら
し
た
高
密
な
空
間
な
ん
で
す
け
ど
、

そ
れ
ら
の
エ
リ
ア
を
区
切
る
の
に
運
河
が
巡
っ
て

い
ま
す
。
お
も
し
ろ
い
の
は
中
心
部
の
元
バ
タ
ヴ

ィ
ア
だ
っ
た
エ
リ
ア
は
オ
ラ
ン
ダ
人
が
作
っ
て
い

る
の
で
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
都
市
の
風
景
と
似

て
い
て
、
跳
ね
上
げ
橋
が
あ
っ
た
り
、
の
こ
ぎ
り

の
刃
の
よ
う
な
屋
根
の
煉
瓦
造
り
の
家
が
並
ん
で

い
る
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
も
は
じ
め
は
オ
ラ
ン
ダ
人

が
入
植
し
た
の
で
、
運
河
を
造
っ
て
、
ア
ム
ス
テ

ル
ダ
ム
風
の
建
物
が
並
ん
で
い
た
こ
と
が
古
い
鳥

瞰
図
で
分
か
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
オ
ラ
ン
ダ

人
が
大
航
海
時
代
に
世
界
中
に
水
の
都
を
移
植
し

て
き
た
わ
け
で
す
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
場
合
は
そ

の
後
、
イ
ギ
リ
ス
人
が
受
け
継
い
だ
の
で
運
河
を

埋
め
、
陸
の
町
に
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
。

そ
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
（
ア
メ
リ
カ
）
は
、
実
は

新
し
い
タ
イ
プ
の
水
の
都
で
す
。
水
網
都
市
で
は

な
い
。
半
島
の
よ
う
に
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
が
突
き
出

し
、
両
側
に
ハ
ド
ソ
ン
川
と
イ
ー
ス
ト
川
の
二
つ

の
川
が
流
れ
込
ん
で
い
て
、
三
面
を
水
に
開
い
て

い
ま
す
。
し
か
も
川
の
幅
が
広
い
。
東
の
対
岸
を

結
ぶ
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
橋
な
ど
非
常
に
勇
壮
な
橋
が

一
九
世
紀
末
に
建
設
さ
れ
、
橋
と
大
き
い
水
域
が

作
り
出
さ
れ
、
同
時
に
高
層
ビ
ル
、
摩
天
楼
と
い

っ
た
象
徴
性
を
も
っ
た
近
代
初
期
特
有
の
大
規
模

な
水
の
都
市
が
で
き
あ
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。
そ

し
て
、
港
湾
で
は
、
近
代
の
特
徴
で
も
あ
る
桟
橋

が
突
き
出
し
、
多
数
の
船
が
行
き
来
し
て
い
ま
し

た
。
現
代
の
港
の
原
型
で
す
。
船
が
大
型
化
す
る

に
つ
れ
、
桟
橋
も
大
型

化
し
、
桟
橋
が
何
十
も
並
ぶ
と

い
う
壮
大
な
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト

景
観
が
、
作
り
出
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
自
由

の
女
神
も
水
の
都
市
を
意
識
し
て
い
る
わ
け
で

す
。
対
岸
に
作
り
、
そ
れ
を
展
望
す
る
。
そ
し
て

そ
こ
に
皆
が
行
き
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
を
反
対
側
か

ら
展
望
す
る
。
ア
メ
リ
カ
人
は
、
船
で
新
大
陸
に

た
ど
り
着
い
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
、
帆
船
の
イ

メ
ー
ジ
を
自
ら
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
･
イ
メ
ー

ジ
と
し
て
も
っ
て
い
ま
す
。
で
す
か
ら
ウ
ォ
ー
タ

ー
フ
ロ
ン
ト
が
再
生
さ
れ
る
と
、
港
に
メ
モ
リ
ア

ル
・
オ
ブ
ジ
ェ
と
し
て
帆
船
を
置
く
と
い
う
ケ
ー

ス
が
多
い
。
一
九
七
〇
年
代
終
わ
り
頃
か
ら
古
い

港
湾
を
再
開
発
す
る
ウ
ォ
ー
タ
ー
フ
ロ
ン
ト
再
生

と
い
う
動
き
が
活
発
に
な
っ
て
き
ま
す
が
、
近
代

港
湾
都
市
的
に
水
に
開
か
れ
た
空
間
が
、
老
朽
化

〜
再
開
発
を
経
て
、
今
ま
た
市
民
に
開
か
れ
て
い

っ
て
い
る
。
水
の
都
市
が
成
長
し
て
い
る
格
好
の

例
だ
と
思
い
ま
す
。

水
の
都
と
は

―
世
界
と
日
本
の
相
違

僕
が
今
挙
げ
た
中
で
、
世
界
の
人
が
一
般
に
水

の
都
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
、
ブ

リ
ュ
ー
ジ
ュ
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
蘇
州
、
バ
ン

コ
ク
の
五
都
市
だ
と
思
い
ま
す
。
逆
に
、
今
回
、

意
図
的
に
挙
げ
な
か
っ
た
の
は
、
大
き
な
河
川
が

一
本
、
町
の
真
中
を
ゆ
っ
た
り
と
流
れ
て
い
て
、

両
側
に
歴
史
的
な
町
が
展
開
し
て
い
る
と
い
う
都

市
で
す
。
こ
の
パ
タ
ン
は
非
常
に
多
い
。
日
本
で

い
え
ば
京
都
や
仙
台
な
ど
が
良
い
例
で
し
ょ
う
。

日
本
で
水
の
都
と
い
う
と
、
こ
れ
ら
が
上
位
に
来

て
い
る
の
が
面
白
い
で
す
ね
。（
10
頁
）

や
は
り
、
日
本
人
は
、
川
に
情
緒
性
を
感
じ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
。
河
辺
に
は
自
然
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
川
と
い
う
と
、
そ
の

両
側
に
き
っ
ち
り
と
人
間
が
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
な
ど

の
構
築
物
を
作
っ
て
い
く
。
例
え
ば
、
代
表
は
パ

リ
で
す
が
、
シ
テ
島
に
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
を
造

り
、
裁
判
所
を
つ
く
り
、
川
沿
い
に
ル
ー
ブ
ル
宮

を
作
る
。
そ
し
て
両
岸
を
石
の
橋
が
結
ん
で
い
る
。

「
人
工
物
で
固
め
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
景
観
」
―

こ
れ
が
水
の
景
観
で
す
ね
。
彼
ら
は
、
緑
が
多
い

と
か
、
季
節
に
よ
っ
て
表
情
が
変
わ
る
と
い
う
意

味
で
の
水
の
景
観
意
識
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

日
本
の
場
合
は

季
節
に
よ
っ
て
、
川
沿

い
の
表
情
が
変
わ
り
ま
す
。
水

独
特
の
宗
教
性
も
あ
り
ま
す
し
、
盛
り

場
や
遊
び
の
空
間
が
で
き
、
開
放
的
な
広
場
と
し

て
水
辺
を
使
っ
た
り
し
て
い
き
ま
す
。
日
本
の
川

に
は
自
然
の
イ
メ
ー
ジ
が
入
ら
な
い
と
、
水
の
景

観
に
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
に
、
日
本

の
川
は
暴
れ
川
だ
か
ら
、
流
れ
て
し
ま
い
、
安
定

し
な
い
空
間
な
わ
け
で
す
。
誰
も
そ
こ
に
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
を
作
ろ
う
と
は
思
わ
な
い
。
変
わ
り
ゆ
く
、

う
つ
ろ
い
ゆ
く
、
は
か
な
さ
が
い
い
の
で
は
な
い

で
す
か
。

し
か
も
河
原
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
河
川
に
は
あ

ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
河
原
に
は
流
れ
者
が
集
ま
っ

た
り
、
遊
郭
、
料
亭
な
ど
、
自
由
空
間
が
で
き
や

す
か
っ
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
安
定
し
た
土
地
に

立
脚
し
た
制
度
が
陸
の
方
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
川

の
方
に
は
あ
る
種
の
自
由
空
間
が
あ
り
、
ア
ウ
ト

ロ
ー
が
集
ま
り
や
す
い
。
そ
こ
に
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

を
作
ろ
う
と
は
誰
も
思
わ
な
い
わ
け
で
す
。
河
辺

の
空
間
と
い
っ
て
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
様
に
パ
ブ

リ
ッ
ク
な
空
間
と
し
て
構
築
さ
れ
る
場
も
あ
れ

ば
、
日
本
の
河
原
の
よ
う
に
、
庶
民
の
民
衆
的
な

空
間
が
息
づ
い
て
き
た
場
も
あ
る
わ
け
で
す
。

14

アムステルダム（オランダ）

イスタンブー

トレヴィーゾ（イタリア）

ヴェネツィア（イタリア）

ミラノ（イタリア）
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「
水
の
文
化
と
は
」
と
問
わ
れ
る
と
き
、
ま
ず
心
に

浮
か
ぶ
の
が
、
ア
オ
（
淡
水
）
の
文
化
で
す
。
ア
オ

と
は
、
上
げ
潮
に
乗
っ
て
海
か
ら
や
っ
て
く
る
川
の

水
の
こ
と
で
す
が
、
そ
ん
な
水
を
使
っ
て
、
太
古
の

昔
か
ら
最
近
ま
で
、
独
特
の
世
界
を
築
き
上
げ
て
き

た
の
が
有
明
海
沿
岸
の
人
た
ち
な
の
で
し
た
。

先
ず
、
ア
オ
の
説
明
を
し
ま
し
ょ
う
。

有
明
海
は
干
満
差
の
大
き
い
海
で
あ
り
、
六
角
川

河
口
な
ど
で
は
そ
の
差
が
六
メ
ー
ト
ル
に
も
達
し
て

い
ま
す
。
筑
後
川
を
初
め
い
く
つ
も
の
川
か
ら
吐
き

出
さ
れ
た
水
は
、
干
潮
時
、
海
水
に
載
っ
て
は
る
か

沖
合
に
運
ば
れ
、
そ
し
て
満
潮
に
な
る
と
比
重
の
重

い
海
水
の
上
に
載
っ
た
ま
ま
、
ま
た
陸
地
に
押
し
戻

さ
れ
ま
す
。
そ
の
、
高
い
水
位
で
や
っ
て
く
る
淡
水

を
取
水
し
て
利
用
し
て
き
た
の
が
、
有
明
海
沿
岸
の

農
民
た
ち
で
し
た
。

有
明
海
沿
岸
は
日
本
を
代
表
す
る
大
干
拓
地
帯
で

あ
り
、
そ
こ
は
ま
た
、
ク
リ
ー
ク
地
帯
で
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
ク
リ
ー
ク
は
、
ア
オ
を
貯
め
て
置
く
溜
池

で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

私
が
こ
の
ア
オ
の
こ
と
を
知
っ
た
の
は
あ
の
有
名

な
福
岡
の
大
渇
水
、
い
わ
ゆ
る
五
三
年
渇
水
の
頃
で

し
た
。
水
の
こ
と
な
ど
考
え
も
せ
ず
、
自
己
の
貴
重

な
水
源
で
あ
る
は
ず
の
森
林
や
溜
池
、
水
田
を
平
気

で
つ
ぶ
し
、
た
だ
ひ
た
す
ら
人
を
呼
び
込
ん
で
百
万

都
市
を
造
り
上
げ
て
き
た
福
岡
市
。
金
に
任
せ
て
ダ

ム
を
造
り
、
五
つ
作
り
、
六
つ
作
り
、
百
万
都
市
の

水
は
こ
れ
で
も
う
大
丈
夫
と
い
う
、
そ
の
六
つ
目
の

ダ
ム
が
完
成
し
た
と
た
ん
、
六
つ
と
も
ダ
ム
が
空
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
五
三
年
渇
水
。

こ
の
渇
水
の
時
私
は
、
テ
レ
ビ
の
朝
の
番
組
な
ど

に
呼
ば
れ
て
は
、
し
ば
し
ば
福
岡
と
の
間
を
往
復
し

た
も
の
で
し
た
。

け
れ
ど
、
連
日
の
断
減
水
に
悩
む
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
発
せ
ら
れ
る
の
は
、
も
っ
ぱ
ら
お
隣
を
流
れ
る

川
、
筑
後
川
の
水
を
く
れ
、
あ
の
川
に
は
上
流
の
ダ

ム
に
も
川
に
も
、
下
流
の
ク
リ
ー
ク
に
も
水
が
あ
る

で
は
な
い
か
、
と
の
声
で
し
た
。
自
己
の
水
を
死
守

し
よ
う
と
す
る
筑
後
川
流
域
の
人
た
ち
に
と
っ
て
、

そ
れ
は
あ
ま
り
に
む
ご
い
こ
と
で
し
た
。
対
立
す
る

大
都
市
と
、
農
民
、
漁
民
と
の
そ
の
姿
を
見
る
に
つ

け
、私
は
も
の
を
知
ら
な
い
と
い
う
こ
と
の
悲
し
さ
、

怖
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
水
と
い
う

も
の
は
本
来
は
、
自
己
の
水
系
、
自
己
の
水
源
の
中

で
対
処
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
筑
後
川
の
水

は
み
な
、
農
民
た
ち
が
命
が
け
で
作
っ
て
き
た
水
で

し
た
。
そ
し
て
ま
た
ク
リ
ー
ク
は
、
そ
こ
が
水
の
乏

し
い
地
方
で
あ
る
こ
と
の
象
徴
で
も
あ
っ
た
の
で
す
。

翌
年
私
は
文
藝
春
秋
に
『
水
の
文
化
史
』（
注
1
）

を
連
載
す
る
こ
と
に
な
り
、
ア
オ
に
つ
い
て
思
い
入

れ
を
込
め
て
書
き
ま
し
た
。
更
に
『
日
本
再
発
見

水
の
旅
』（
注
2
）
に
も
別
の
形
で
紹
介
し
ま
し
た
が
、

つ
い
に
『
日
本
の
米
』（
注
3
）
の
冒
頭
に
、
こ
の
ア

オ
を
再
々
度
登
場
さ
せ
た
の
で
す
。「
吉
野
ヶ
里
は

な
ぜ
滅
び
た
か
」
と
い
う
謎
解
き
の
形
で
。
吉
野
ヶ

里
は
ア
オ
に
よ
っ
て
栄
え
、
ア
オ
に
よ
っ
て
滅
び
た

の
で
は
な
か
っ
た
か
と
。（
む
ろ
ん
当
時
の
環
境
の

（1）
富
山
和
子
『
水
の
文
化
史
』

文
藝
春
秋
　
1
9
8
0
年

（2）
富
山
和
子
『
日
本
再
発
見
　
水
の
旅
』

文
藝
春
秋
　
1
9
8
7
年

（3）
富
山
和
子
『
日
本
の
米
』

中
公
新
書
　
1
9
9
3
年

富
山
和
子
「
水
の
文
化
」
と
は
何
か

第
3
回

『
有
明
海
と
ア
オ（
淡
水
）の
世
界
』《
佐
賀
》

初春の城原川
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くじゅう連山�

阿蘇山�

雲仙岳�

霧島山�

開聞岳�

英彦山�

五ヶ瀬川�

遠賀川�

筑後川�

大野川�

川内川�

耳川�

大淀川�

白川�

矢部川�

緑川�

球磨川�

祖母山�

日向灘�

天草灘�

有明海�

佐多岬�

桜島�

大分�

福岡�

佐賀�

熊本�

宮崎�

鹿児島�

長崎�

変
化
と
い
う
、べ
つ
の
要
因
も
考
え
ら
れ
る
に
せ
よ
、

で
す
）。

恐
ら
く
歴
史
の
初
期
の
時
代
に
は
、
ア
オ
は
中
国

は
も
と
よ
り
ベ
ン
ガ
ル
湾
な
ど
ア
ジ
ア
諸
地
域
の
海

岸
の
低
湿
地
で
も
、
い
え
ア
ジ
ア
以
外
で
も
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
そ
の
ア
オ
が
、
日
本
で
は

稲
作
の
初
期
、
古
代
吉
野
ヶ
里
王
国
を
育
て
、
そ
の

盛
衰
の
歴
史
を
背
負
い
、
以
来
連
綿
と
筑
後
平
野
を

養
い
つ
づ
け
、
そ
し
て
現
代
に
至
れ
ば
あ
の
佐
賀
段

階
と
い
う
、
や
は
り
歴
史
的
な
佐
賀
平
野
の
栄
光
の

一
時
期
を
築
き
上
げ
る
の
で
す
。

ロ
マ
ン
に
満
ち
た
そ
の
ア
オ
の
文
化
が
、
い
ま
絶

え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
一
九
九
八
（
平
成
一
〇
）

年
、
筑
後
川
下
流
用
水
事
業
が
完
成
し
、
そ
れ
ま
で

不
安
定
な
ア
オ
取
水
に
頼
っ
て
い
た
農
業
用
水
は
、

ダ
ム
の
水
を
使
う
こ
と
に
切
り
替
え
ら
れ
た
か
ら
で

す
。
こ
の
時
点
で
、
稲
と
と
も
に
二
千
数
百
年
続
け

ら
れ
て
き
た
日
本
の
ア
オ
の
歴
史
は
、
ピ
リ
オ
ド
を

打
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

と
は
い
え
、
ま
だ
わ
ず
か
に
ア
オ
の
伝
統
を
受
け

継
い
で
い
る
人
た
ち
は
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
が
健

在
の
間
に
、
何
と
か
そ
の
知
恵
や
技
術
を
記
録
に
残

し
た
い
。
そ
ん
な
思
い
で
、
地
元
農
民
た
ち
と
深
く

つ
き
あ
っ
て
こ
ら
れ
た
行
政
法
学
者
で
特
異
な
水
問

題
の
研
究
家
、
宮
地
米
蔵
さ
ん
に
、
お
話
し
い
た
だ

く
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

有明海と筑後川流域
（ランドサット衛星写真1994年6月撮影）
九州北部は南にくらべ山が浅く、平野が広い。

※
こ
の
対
談
は
、
一
九
九
八（
平
成
一
〇
）年
二
月
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

かつての城原川と環濠集落
（神崎郡千代田町付近）

※写真提供：宮地米蔵氏



富
山

五
年
前
、
佐
賀
テ
レ
ビ
の
「
ク
リ
ー
ク
幻
影
」

と
い
う
長
時
間
番
組
の
出
演
で
、
ロ
ケ
の
た
め
し
ば

ら
く
現
場
を
歩
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

知
ら
さ
れ
た
の
で
す
が
、
佐
賀
市
民
の
中
に
も
、
ア

オ
の
こ
と
を
ご
存
知
な
い
方
が
増
え
て
き
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ク
は
、
ふ
た
を
さ
れ
た
り
統
合
さ
れ
た
り
し

て
、
以
前
と
は
す
っ
か
り
姿
を
変
え
た
も
の
の
、
ま

だ
掘
り
割
り
と
し
て
あ
る
程
度
残
っ
て
は
い
る
の
で

す
が
。

そ
れ
に
、こ
れ
は
全
国
的
に
い
え
る
こ
と
で
す
が
、

農
業
用
水
ま
で
が
蛇
口
の
水
に
な
り
、
農
民
の
生
活

に
も
昔
の
よ
う
な
、「
水
を
死
守
す
る
」
と
い
っ
た

緊
張
感
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に

筑
後
川
下
流
用
水
が
建
設
さ
れ
、
ア
オ
か
ら
普
通
の

川
水
へ
の
転
換
と
な
っ
た
の
で
す
。
歴
史
的
な
一
大

転
換
で
し
ょ
う
。

と
は
い
え
、
佐
賀
平
野
は
広
い
。
ア
オ
取
水
の
樋

門
だ
け
で
も
無
数
に
あ
り
ま
し
た
。で
、い
っ
た
い
ア

オ
取
水
は
現
在
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

昔
は
桶
で
汲
み
上
げ
た

宮
地

ア
オ
が
下
流
か
ら
上
っ
て
き
ま
す
が
、
川
全

体
の
水
量
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
ア
オ
の

水
質
が
だ
ん
だ
ん
悪
く
な
っ
て
お
り
ま
す
な
。
一
九

五
三
（
昭
和
二
八
）
年
の
大
水
害
（
注
4
）
の
あ
と
、

災
害
を
防
ぐ
名
目
で
、
上
流
域
に
下
筌
（
し
も
う

け
）
・
松
原
ダ
ム
（
注
5
）
が
、
一
九
八
四
（
昭
和
五

九
）年
に
は
下
流
域
に
筑
後
大
堰
が
完
成
し
ま
し
て
、

本
流
の
流
れ
自
体
が
少
し
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
そ
れ
で
一
番
最
初
に
そ
の
影
響
を
受
け
た
の
が

筏
流
し
で
す
。
筑
後
川
の
上
流
と
い
う
の
は
日
田
市

と
か
小
国
町
と
か
杉
の
美
林
が
あ
る
所
で
、
そ
れ
を

筏
に
組
ん
で
流
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
下
流
域
の
ほ

う
は
特
殊
な
ク
リ
ー
ク
地
帯
で
す
が
、
そ
の
ク
リ
ー

ク
の
水
位
が
田
圃
よ
り
低
い
ん
で
す
。
だ
か
ら
人
間

の
力
で
、
ク
リ
ー
ク
の
水
を
水
田
に
流
さ
な
く
て
は

い
け
な
い
ん
で
す
が
、
昔
は
大
き
な
桶
に
ヒ
モ
を
つ

け
ま
し
て
、
田
の
窪
地
に
二
人
向
か
い
合
っ
て
、
桶

で
水
を
く
み
上
げ
て
い
た
ん
で
す
。そ
れ
が
や
が
て
、

足
踏
み
水
車
に
な
る
わ
け
で
す
。
足
踏
み
水
車
に
は

日
田
杉
を
使
う
わ
け
で
す
。
大
川
（
注
6
）
は
今
は
木

工
家
具
で
有
名
で
す
が
、
も
と
も
と
大
川
の
木
工
技

術
と
い
う
の
は
足
踏
み
水
車
の
製
造
が
始
ま
り
で
し

た
。こ
の
足
踏
み
水
車
を
万
右
衛
門
車
と
い
い
ま
す
。

上
流
に
ダ
ム
が
で
き
て
、
筏
流
し
が
出
来
な
く
な

り
、
そ
れ
で
も
筑
後
川
で
ア
オ
を
取
っ
て
お
り
ま
し

た
。
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
所
の
水
質
が
、
だ
ん
だ
ん

塩
分
も
濃
く
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
て
、ず
っ
と
下
流
、

佐
賀
で
い
い
ま
す
と
、
犬
井
道
・
南
川
副
の
漁
港
が

あ
り
ま
す
ね
。
あ
の
あ
た
り
で
ア
オ
を
取
っ
て
お
り

ま
し
た
の
が
、
取
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
次
に

は
、
筑
後
川
河
口
部
に
大
中
島
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
福
岡
県
側
で
は
大
野
島
、
佐

賀
県
で
は
大
詑
間
島
（
お
お
だ
く
ま
し
ま
）
と
い
い

ま
す
が
、
こ
こ
で
も
筑
後
川
か
ら
取
り
水
す
る
。
け

れ
ど
筑
後
川
下
流
域
は
、
大
体
は
有
明
海
の
入
り
江

と
考
え
て
い
い
わ
け
で
、
低
い
所
を
流
れ
て
お
り
ま

す
か
ら
、
大
変
な
人
間
の
労
力
を
か
け
な
い
と
、
低

い
所
か
ら
高
い
所
へ
水
を
運
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
わ

け
で
す
。
幸
い
に
し
て
、
有
明
海
は
六
メ
ー
ト
ル
の

干
満
の
差
が
あ
る
の
で
、満
潮
の
時
に
水
を
取
れ
ば
、

す
っ
と
ク
リ
ー
ク
へ
流
れ
て
行
く
。「
海
の
水
で
塩

水
で
し
ょ
う
」
と
皆
さ
ん
お
尋
ね
に
な
る
わ
け
で
す

が
、
う
ま
く
で
き
て
い
る
わ
け
で
、
水
っ
て
不
思
議

な
も
の
で
比
重
の
関
係
で
重
い
も
の
が
下
の
方
に
沈

み
ま
す
か
ら
、
上
の
方
は
上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
淡

水
な
ん
で
す
。
そ
れ
を
淡
水
と
書
い
て
ア
オ
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

養
水
と
用
水

富
山

ア
オ
は
、
東
京
湾
沿
岸
で
も
昭
和
の
初
め
ま

で
は
一
時
取
っ
て
い
ま
し
た
し
、
木
曽
川
水
系
で
も

最
近
ま
で
取
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

宮
地

木
曽
三
川
（
木
曽
川
、
長
良
川
、
揖
斐
川
）、

そ
れ
か
ら
岡
山
、
同
じ
九
州
で
は
熊
本
の
緑
川
で
も

取
っ
て
お
り
ま
し
た
。

富
山

や
は
り
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

宮
地

だ
ん
だ
ん
と
ね
。
水
質
が
悪
く
な
っ
て
き
ま

し
た
か
ら
ね
。

富
山

こ
れ
だ
け
の
干
満
差
だ
か
ら
、
特
に
こ
こ
は

取
り
や
す
か
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

宮
地

そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
だ
ん
だ
ん
下
流
の
方

か
ら
条
件
が
悪
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
か
ら
。
そ
れ

で
も
ね
、
上
流
か
ら
す
こ
し
余
計
に
流
し
て
く
れ
れ
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（4）
こ
の
年
六
月
二
五
日
の
豪
雨
で
、
佐

賀
市
で
は
一
時
間
に
七
二．

三
ミ
リ

の
降
水
を
記
録
し
、
翌
二
六
日
昼
ま

で
に
は
四
百
ミ
リ
の
大
雨
と
な
っ

た
。
被
害
は
全
県
下
に
及
び
、
死
者

五
九
名
、
行
方
不
明
八
名
、
負
傷
者

三
三
六
名
。
被
害
総
額
は
二
四
九
億

円
で
、
こ
れ
は
当
時
の
県
民
総
所
得

の
六
割
に
当
た
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

筑
後
川
流
域
と
佐
賀
地
方
平
野
部
は

一
面
の
泥
海
と
化
し
た
。

（5）
筑
後
川
の
上
流
（
大
分
県
）
に
位
置
す

る
ダ
ム
。
下
筌
ダ
ム
は
一
九
七
三

（
昭
和
四
八
）
年
に
完
成
。

（6）
福
岡
県
大
川
市
。
筑
後
川
河
口
に
位

置
し
、
有
数
の
家
具
生
産
地
と
し
て

知
ら
れ
る
。
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アオ灌漑
アオは、「淡水」と書く。満潮時、海水に乗って逆流し

てくる川の水をいう。

有明海は干満の差が日本一大きく、筑後川河口で5メ

ートル、六角川河口で6.5メートルに達している。干潮時、

川から吐き出された淡水は、はるか沖合いに運ばれて、

やがて満潮時、比重の大きい海水の上に乗り、高い水位

で陸地へ向かって押し戻されてくる。その淡水を利用し

て米作りをつづけてきたのが、水に恵まれない筑後川下

流平野の、クリーク地帯であった。

いいかえれば、川が吐き出した水を、海が陸地にお返

ししてくれる。それを汲み上げて、大地に返していたの

である。

とはいえアオ取水は月二回の大潮に限られる。水は貯め

ておかねばならない。網の目状に走るクリークは、一つ

には、低平の農地に土を盛り上げるため掘った跡であっ

たが、一つにはアオを貯わえておく溜池でもあった。

満潮時、海からアオがやってくると、人々はクリーク

の樋門を開ける。するとアオは怒濤のごとくなだれ込む。

人々は夜を徹して水を守り、水の色、泡立ち具合や味を

見て、海水が混じりそうになると樋門を閉める。そのた

めの大小の樋門が至るところに作られていて、それが独

特の景観であった。立派な石積みの樋門もあれば、板一

枚の簡単な板堰もあった。

筑後大堰ができたいま、農業用水はゆくゆくは、ダム

の水に切りかえられる方向にある。が、少なくともいま

のところ、アオ取水はつづけられているのであり、この

一帯を歩くと、時折り古い樋門に出会う。そのたびに私

は、日本人と水とのつきあいの深さを思う。

アオは、わずかではあるが木曽川でも最近まで使われ

ていたし、また関東では中川筋の埼玉県南埼玉郡潮止村

（現八潮市）で、昭和2年まで、「日照りのとき、上げ潮の

水を水車で引き上げて利用していた」という記録がある。

（富山和子『日本の米』中公新書より）

クリーク密度図
堀（クリーク）を中心とした筑後川下流。（原図：深川 保）

筑後川下流用水事業とアオ取水の現状

筑後川下流地域に広がる広大な水田地帯は、水に恵ま

れない地域でもあった。そこで用水の安定確保を目的に、

1976（昭和51）年に始まった農林水産省による「筑後川下

流土地改良事業」の中から、筑後川からの取水施設、導

水路等の基幹となる施設の工事を1981（昭和56）年に承

継して実施されたのが、水資源開発公団による「筑後川

下流用水事業」である。筑後大堰（1984・昭和59年完工）

上流部の両岸に設けられた取水口より一括して取水し、

用水路で佐賀・福岡両県の8市24町1村の田畑に水を送ろ

うという事業である。これにより真水を安定して取水す

ることが可能になったといわれている。

一方、この事業により、アオ取水も、新たな用水路よ

りの取水に切り替わることになった。従来より農業用水

として利用されてきたアオ取水のための施設が192箇所

あり、それらを統合し合口取水することになったためで

ある。1996（平成8）年より試験通水が、本年4月1日より

本通水が始まり、これにより事実上アオ取水はなくなっ

た。ただ、アオ取水に関連した既得水利権から新用水へ

の水利権への切替に、同意していない地区も若干残って

いる。

＜1999（平成11）年7月末現在＞



ば
、
取
れ
る
ん
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
実
は

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
の
渇
水
の
時
に
、
下
流

の
、
特
に
大
中
島
の
ア
オ
取
水
の
た
め
に
、
下
筌
・

松
原
ダ
ム
の
水
を
放
流
し
て
く
れ
と
ず
い
ぶ
ん
細
か

い
打
ち
合
せ
を
し
ま
し
て
ね
。
そ
の
時
は
う
ま
く
い

っ
た
ん
で
す
。

肝
心
な
灌
漑
期
に
必
要
な
流
量
が
流
れ
て
く
れ
な

い
と
困
る
わ
け
で
す
。
こ
の
あ
い
だ
蛤
水
道
（
注
7
）

で
お
会
い
し
ま
し
た
ね
。
平
六
渇
水
（
注
8
）
の
後
で

し
た
な
。
あ
そ
こ
で
東
背
振
の
村
長
が
言
っ
て
ま
し

た
な
。「
今
年
は
、
山
一
体
が
自
分
の
貯
え
て
い
る

水
を
す
っ
か
り
す
り
減
ら
し
た
ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ

う
か
。
い
つ
も
と
違
っ
て
、
全
然
流
れ
に
勢
い
が
あ

り
ま
せ
ん
」
と
。
だ
か
ら
あ
の
時
本
当
に
、
さ
す
が

の
蛤
水
道
で
も
水
量
が
減
っ
て
い
ま
し
た
ね
。
水
資

源
は
微
妙
な
も
の
で
、
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
勝
手
に

使
う
の
で
は
な
く
、
自
然
に
流
す
べ
き
も
の
は
ち
ゃ

ん
と
流
す
と
い
う
よ
う
に
、
使
い
方
を
も
う
ち
ょ
っ

と
上
手
に
し
な
い
と
。
た
と
え
ば
戦
後
、
ダ
ム
を
一

生
懸
命
造
っ
て
い
た
時
期
に
は
、「
川
が
一
定
の
働

き
を
す
る
の
に
、
維
持
流
量
と
い
う
の
が
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
な
ど
と
い
う
、
そ
ん
な
考
え
な
か
っ
た

で
し
ょ
う
。

結
局
、
流
域
全
体
と
し
て
川
を
ど
う
使
う
の
か
、

上
流
、
中
流
、
下
流
そ
れ
ぞ
れ
の
農
民
な
り
漁
民
な

り
市
民
の
暮
し
、
そ
れ
を
ト
ー
タ
ル
と
し
て
バ
ラ
ン

ス
を
と
っ
た
形
で
の
、
水
の
使
い
方
を
考
え
な
く
て

は
い
け
な
い
。
か
つ
て
、
江
戸
時
代
ま
で
は
用
水
と

い
う
の
は
、
養
う
水
と
書
い
て
お
り
ま
し
た
な
。
つ

ま
り
、
田
畑
や
人
畜
を
養
う
水
。
全
体
と
し
て
水
を

と
ら
え
て
い
た
ん
で
す
な
。

富
山

そ
う
そ
う
。
と
こ
ろ
が
現
在
は
、
更
に
狭
め

ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
農
業
用
水
な
ら
ば
、
農
民
の
生

活
の
た
め
の
水
す
べ
て
が
含
ま
れ
る
。
事
実
、
用
水

は
野
菜
や
農
具
を
洗
う
水
で
あ
り
、
洗
濯
の
水
で
あ

り
、
村
の
防
火
用
水
で
あ
り
、
船
を
浮
か
べ
る
水
で

あ
り
、
子
供
の
遊
ぶ
水
で
あ
り
、
魚
を
養
う
水
で
あ

り
、
実
に
多
目
的
に
使
わ
れ
て
き
た
は
ず
で
し
た
。

そ
れ
が
い
つ
の
間
に
か
「
灌
漑
」
用
水
と
、
意
味
を

狭
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
ん
な
風
に
こ
と
さ
ら
に

狭
く
限
定
さ
せ
、
灌
漑
の
用
途
以
外
に
は
価
値
を
認

め
ず
、
余
分
な
水
は
皆
集
め
て
都
市
に
ま
わ
せ
、
と

い
う
方
向
で
水
の
整
理
統
合
が
進
め
ら
れ
た
。
用
水

が
地
下
に
し
み
こ
み
水
を
養
う
こ
と
も
、
周
囲
の
空

気
を
潤
す
こ
と
も
、
よ
け
い
な
こ
と
。
そ
れ
は
浪
費

で
、「
漏
水
」
な
の
だ
か
ら
、
す
べ
か
ら
く
コ
ン
ク

リ
ー
ト
に
し
て
水
を
一
滴
で
も
無
駄
に
す
る
な
、
都

市
へ
ま
わ
せ
、
と
い
う
思
想
で
す
。
日
本
の
農
業
が

こ
こ
ま
で
追
い
つ
め
ら
れ
て
き
た
陰
に
は
、
そ
う
し

た
厳
し
い
都
市
化
社
会
の
風
土
が
あ
り
ま
し
た
。

宮
地

だ
か
ら
日
本
人
の
水
と
の
付
き
合
い
方
と
い

う
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
暮
し
の
リ
ズ
ム
と
自
然
の
状

態
に
あ
る
水
と
必
ず
し
も
噛
み
合
わ
な
い
わ
け
で

す
。と

こ
ろ
で
、
わ
れ
わ
れ
が
あ
る
催
事
を
行
い
ま
す

ね
。
そ
う
し
た
ら
主
催
者
は
、「
幸
い
に
し
て
お
天

気
に
恵
ま
れ
ま
し
た
け
ど
」
と
言
っ
た
り
、「
あ
い

に
く
の
雨
で
す
け
れ
ど
」
と
言
っ
た
り
し
ま
す
ね
。

も
し
そ
の
時
、
日
照
り
続
き
の
お
百
姓
さ
ん
だ
っ
た

ら
ど
う
言
う
で
し
ょ
う
か
。「
本
当
に
恵
み
の
水
だ
」

っ
て
言
う
で
し
ょ
う
。
片
方
は
あ
い
に
く
と
い
う
の

に
。
そ
れ
ぐ
ら
い
人
間
と
い
う
の
は
、
人
の
こ
と
は

わ
か
ら
な
い
。
自
分
の
暮
し
を
中
心
に
考
え
て
い
る

わ
け
。
水
を
考
え
る
時
に
、
あ
る
地
域
の
人
に
と
っ

て
も
し
く
は
、
あ
る
職
業
の
人
に
と
っ
て
、
も
し
く

は
あ
る
都
市
に
と
っ
て
は
、
と
考
え
て
い
く
と
、
今

み
た
い
に
「
○
○
用
水
」
と
い
う
「
誰
か
が
用
い
る

19

（7）
元
和
年
間
（
一
六
一
五
〜
二
四
）、
成
富

兵
庫
茂
安
に
よ
っ
て
東
背
振
村
に
建

設
さ
れ
た
用
水
路
。
明
治
以
後
改
修

が
行
わ
れ
、
現
在
で
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
用
水
路
と
な
っ
て
い
る
。

（8）
一
九
九
四
（
平
成
六
）
年
の
記
録
的
な

渇
水
。
特
に
、
瀬
戸
内
地
方
や
北
九

州
地
方
で
は
長
期
間
の
取
水
制
限
が

相
次
い
だ
。

宮 地 米 蔵 氏
1919（大正8）年、佐賀県に生まれる。
九州帝国大学法文学部卒業。
福岡大学法学部教授を経て、久留米大学教授、同
客員教授。1996（平成8）年、同大学退職。
主な著書に『水潰く山里』『貧乏県物語』『佐賀平
野の水利慣行』『筑後川農業水利誌』『佐賀平野の
水と土』『水の博物誌』『日本国行政法講義』、その
他著書論文多数。
研究の基礎は、フランス革命以来の課題である
「自由と平等」及び「共同体」community（コミュ
ニティ）においている。
「水の会」の主宰者。絶えず川を歩いている。



水
」
と
い
う
特
定
の
概
念
が
生
ま
れ
て
、
角
突
き
合

わ
せ
る
こ
と
に
な
る
ん
で
は
な
い
で
す
か
。

ク
リ
ー
ク
と
の
つ
き
あ
い
方

に
見
る
農
村
の
知
恵

富
山

筑
後
川
と
い
え
ば
私
は
、
五
三
年
渇
水
の
強

烈
な
印
象
が
忘
れ
ら
れ
な
い
の
で
す
（
注
9
）
。
筑
後

川
の
水
を
貰
い
た
い
と
、福
岡
市
民
は
声
を
あ
げ
る
。

が
、
水
を
分
け
与
え
る
と
い
う
こ
と
は
そ
ん
な
簡
単

な
こ
と
で
は
な
い
の
で
す
ね
え
。
ま
し
て
、
筑
後
川

も
大
渇
水
で
す
。
と
こ
ろ
が
市
民
か
ら
の
声
は
、
ダ

ム
、
そ
れ
も
発
電
ダ
ム
に
水
が
た
ま
っ
て
い
る
の
は

け
し
か
ら
ぬ
、
い
や
、
川
に
水
が
流
れ
て
い
る
こ
と

さ
え
け
し
か
ら
ぬ
、
と
い
っ
た
ぐ
あ
い
で
し
た
。
水

と
い
う
も
の
に
つ
い
て
も
、
水
と
の
つ
き
あ
い
の
歴

史
に
つ
い
て
も
、
知
ら
な
い
。
ア
オ
の
こ
と
も
知
ら

な
い
。
都
市
と
農
村
と
の
こ
の
断
絶
が
い
か
に
深
刻

な
も
の
か
、
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

宮
地

や
っ
ぱ
り
都
会
で
は
、
動
物
に
し
て
も
人
間

に
し
て
も
、
本
当
に
暮
ら
し
を
通
じ
て
、「
お
互
い

が
生
き
も
の
だ
」
と
い
う
形
で
つ
き
あ
っ
て
い
な
い

で
す
ね
。
渇
水
の
場
合
に
、「
取
水
制
限
を
す
る
と

し
た
ら
ど
ち
ら
か
ら
は
じ
め
る
か
」
と
、
今
で
も
そ

う
い
う
議
論
に
な
る
ん
で
す
。
そ
う
す
る
と
都
市
用

水
、
こ
れ
は
生
活
用
水
だ
。
だ
か
ら
一
番
最
後
だ
と

い
う
。
ま
ず
槍
玉
に
上
が
る
の
は
工
業
用
水
で
。
と

こ
ろ
が
考
え
て
み
た
ら
、
工
業
用
水
に
し
て
も
そ
れ

が
止
ま
っ
た
ら
工
業
生
産
で
き
な
く
て
、
そ
れ
で
食

べ
て
い
る
人
の
暮
ら
し
が
ど
う
な
る
か
と
い
う
と

…
。
例
え
ば
、
日
照
り
が
続
き
ま
す
ね
。
昔
か
ら
そ

う
い
う
日
照
り
が
続
い
た
時
に
は
、
ち
ょ
っ
と
辛
抱

し
て
、
水
は
「
あ
な
た
の
所
は
こ
の
次
に
回
し
ま
す

か
ら
」
と
い
う
水
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
ん
で
ま

す
ね
。
日
割
り
だ
と
か
時
割
り
だ
と
か
。
と
こ
ろ
が
、

そ
れ
が
分
か
っ
て
い
て
も
つ
い
日
割
り
、
時
割
り
を

無
視
し
て
水
を
盗
む
人
が
出
て
く
る
。
そ
う
い
う
時

に
は
、お
互
い
相
手
の
事
情
が
分
か
っ
て
い
る
か
ら
、

そ
の
地
区
の
長
老
た
ち
が
じ
っ
く
り
事
情
を
聞
い
て

ね
。
そ
う
し
た
ら
こ
う
言
う
ん
で
す
ね
。「
何
し
ろ

目
の
前
で
自
分
の
田
ん
ぼ
が
泣
い
て
い
る
」
と
。
本

当
に
生
き
物
を
育
て
て
い
る
と
い
う
感
覚
が
出
て
く

る
わ
け
な
ん
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
田
ん
ぼ
が
泣
い
て

い
る
か
ら
ど
ん
な
水
で
も
い
い
か
と
い
う
と
、
一
九

九
四
（
平
成
六
）
年
の
渇
水
の
時
に
は
、
筑
後
川
に

潮
が
満
ち
て
き
ま
す
ね
。
そ
れ
で
そ
こ
か
ら
ア
オ
を

引
こ
う
と
す
る
。
け
れ
ど
、
そ
れ
は
塩
分
が
濃
く
て

う
っ
か
り
入
れ
た
ら
逆
に
稲
が
死
ん
で
し
ま
う
。
そ

う
い
う
時
、
じ
っ
と
我
慢
し
て
お
互
い
に
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
組
ん
で
、上
流
と
下
流
と
が
う
ま
く
や
る
。

こ
の
へ
ん
の
農
民
の
本
能
的
な
カ
ン
が
あ
る
。

富
山

海
か
ら
の
潮
と
、
上
流
か
ら
の
水
ね
。
同
じ

分
け
合
う
に
し
て
も
潮
が
入
っ
て
き
て
と
い
う
、
そ

の
へ
ん
の
農
民
の
カ
ン
や
苦
心
の
類
の
話
は
た
く
さ

ん
あ
る
で
し
ょ
う
ね
。

宮
地

い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
つ
い
最
近

ま
で
代
表
的
な
ア
オ
の
取
水
樋
門
と
い
わ
れ
て
い
た

新
川
の
寺
井
水
門
の
水
番
を
代
々
や
っ
て
い
た
人

は
、
ア
オ
の
切
れ
具
合
で
塩
分
が
濃
く
な
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
と
い
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
目
で
見
て
耳
で

聞
い
て
、
最
後
は
舌
で
聞
く
と
ね
。

富
山

耳
で
聞
く
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
で

す
か
。

（9）
富
山
和
子
『
水
の
文
化
史
』
で
詳
述

富 山 和 子 氏
立正大学教授・日本福祉大学客員教授

群馬県に生まれる。早稲田大学文学部卒業。
水問題を森林・林業の問題にまで深め、今日の水、
緑ブームの先駆となる。また「水田はダムである」
という重大な指摘を行ったことでも知られる。著書
『水と緑と土』は環境問題のバイブルといわれ、25年
間のロングセラー。自然環境保全審議会委員、中央
森林審議会委員、河川審議会専門委員、海洋開発審
議会委員、瀬戸内海環境保全審議会委員、中央公害
対策審議会委員、林政審議会委員、食料・環境・農
村基本問題調査会委員。環境庁「名水百選」選定委
員など歴任。「富山和子がつくる日本の米カレンダー、
水田は文化と環境を守る」を主宰。
主な著書に『水と緑と土』（中公新書）、『水の文化史』
（文藝春秋）、『日本の米』（中公新書）、『川は生きて
いる』（講談社、第26回産経児童出版文化賞）、『お米
は生きている』（講談社、第43回産経児童出版文化賞
大賞）、『水と緑の国、日本』（講談社）などがある。

＜近況＞ 21世紀、地球を養うには、麦ではなく
「米」しかないことは世界の常識となっています。そ
こで、世界の稲作文化国が連合組織を作り、稲作文
化の評価・研究・啓蒙活動に努めようと、各国で準
備が進められています（Japan-Asia Rice Foundation：
日本アジア米基金〈仮称〉）。去る9月、バンコクで会
議が行われましたが、日本からは富山和子氏が代表
として出席しました。
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宮
地

ア
オ
の
切
れ
具
合
で
ね
。「
異
色
の
こ
だ
わ

り
派
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
」
と
し
て
知
ら
れ
る
片
島
紀
男

君
（
注
10
）
が
若
い
と
き
、
私
の
そ
う
い
う
話
を
聞
い

て
ね
。
樋
門
を
開
け
る
時
に
そ
の
音
を
録
音
し
て
歩

い
た
ん
で
す
。
一
番
潮
の
高
い
の
は
、
八
朔
潮
（
は

っ
さ
く
し
お
）（
注
11
）
の
時
、
九
月
ぐ
ら
い
で
す
よ
。

そ
の
時
の
ア
オ
を
の
っ
け
て
潮
が
上
っ
て
く
る
音
と

い
う
の
は
、
爽
や
か
で
す
な
。

富
山

ア
オ
を
の
せ
て
潮
が
上
っ
て
く
る
音
と
い
う

の
は
、
月
に
よ
っ
て
か
な
り
違
う
の
で
し
ょ
う
か
。

宮
地

や
っ
ぱ
り
川
に
よ
っ
て
違
う
気
が
す
る
。
昨

夜
食
事
し
た
時
、
給
仕
し
て
く
れ
た
仲
居
さ
ん
の
一

人
が
、「
新
田
大
橋
」
の
上
か
ら
聞
く
潮
の
上
っ
て

く
る
音
は
す
ば
ら
し
い
」
て
言
っ
て
い
ま
し
た
ね
。

で
も
ね
、
新
田
大
橋
は
筑
後
川
本
川
最
下
流
の
橋
で

す
が
、
本
川
か
ら
小
さ
な
筑
後
川
の
支
川
に
入
っ
て

き
ま
す
と
、
も
っ
と
素
晴
ら
し
い
音
が
し
ま
す
よ
。

武
雄
の
ほ
う
の
六
角
川
で
は
鳴
瀬
と
い
う
所
が
あ
り

ま
す
が
、
あ
の
鳴
瀬
と
い
う
の
は
、
潮
が
上
る
と
き

の
音
か
ら
鳴
瀬
と
い
う
ら
し
い
。

と
こ
ろ
で
、
農
民
は
灌
漑
時
期
に
な
っ
て
水
を
使

う
時
に
は
、
農
民
の
川
の
使
い
方
を
し
ま
す
。
自
分

た
ち
が
水
を
使
わ
な
い
時
に
は
、
川
は
で
き
る
だ
け

自
由
に
流
れ
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。
つ

ま
り
用
水
堰
は
ね
、
使
わ
な
い
時
（
非
灌
漑
期
）
に

は
解
放
し
て
お
く
ん
で
す
。
解
放
し
て
い
る
用
水
堰

を
堰
き
あ
げ
る
。
こ
れ
を
、
所
に
よ
っ
て
言
葉
は
違

い
ま
す
け
ど
、
こ
こ
い
ら
で
は
「
井
手
揚
げ
」
と
い

う
行
事
に
な
る
。
井
手
（
イ
デ
）
と
い
う
の
は
堰
の

こ
と
。
井
手
を
堰
き
あ
げ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
お
百
姓

さ
ん
の
一
年
の
水
の
行
事
は
始
ま
る
。
そ
の
前
に
、

井
手
は
自
分
た
ち
の
村
々
に
引
い
て
い
る
水
路
が
な

け
れ
ば
い
け
な
い
わ
け
。
一
番
下
流
の
村
か
ら
水
路

を
ず
う
っ
と
浚
（
さ
ら
）
え
て
い
く
ん
で
す
。
で
、

例
え
ば
こ
れ
が
八
キ
ロ
あ
る
と
す
れ
ば
、
一
番
下
流

の
村
が
一
番
負
担
が
大
き
い
。
途
中
の
村
を
通
っ
て

そ
の
堰
の
所
ま
で
水
路
を
浚
え
掃
除
し
て
い
く
。
土

砂
も
溜
ま
っ
て
い
ま
す
し
。
下
拵
え
を
し
て
料
理
に

か
か
る
の
と
一
緒
で
す
ね
。そ
れ
が
井
手
揚
げ
で
す
。

夏
も
近
づ
く
八
十
八
夜
っ
て
あ
る
で
し
ょ
。
そ
の

前
後
は
全
国
ど
こ
の
地
域
で
も
、
こ
の
井
手
揚
げ
の

行
事
が
始
ま
る
わ
け
で
す
。
そ
の
前
に
水
道
公
役

（
く
や
く
）
が
あ
る
（
注
12
）。
水
道
公
役
に
し
て
も
井

手
揚
げ
に
し
て
も
、ど
の
く
ら
い
の
人
間
が
必
要
で
、

ど
れ
だ
け
の
材
料
が
必
要
な
の
か
。そ
の
材
料
が
ね
、

下
流
に
も
ま
だ
そ
の
井
手
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
例
え

ば
、
城
原
川
な
ん
か
は
草
堰
が
た
く
さ
ん
あ
る
で
し

ょ
う
。
あ
の
草
堰
は
下
流
へ
の
配
慮
を
し
て
水
を
取

っ
て
い
る
。
い
ら
な
い
水
は
ち
ゃ
ん
と
下
流
に
あ
げ

る
。
代
表
的
な
の
は
山
城
の
国
。
京
都
の
桂
川
で
、

当
時
の
荘
園
で
す
よ
ね
。
あ
そ
こ
で
は
下
流
に
多
く

の
農
業
用
水
が
あ
る
。
石
の
あ
い
だ
か
ら
ち
ゃ
ん
と

水
が
漏
れ
る
よ
う
な
仕
掛
け
に
な
っ
て
い
る
。
石
の

間
か
ら
滴
る
漏
れ
水
を
、
下
流
の
用
水
に
充
て
る
と

書
い
て
あ
る
。
そ
う
い
う
川
の
中
で
全
体
を
見
て
い

る
ん
で
す
ね
。
今
の
人
間
は
自
分
の
所
だ
け
し
か
見

て
な
い
で
し
ょ
う
。

富
山

実
は
そ
の
桂
川
は
、
世
界
の
自
然
保
護
行
政

の
発
祥
地
、
と
い
っ
て
も
良
い
の
で
す
。
自
然
保
護

と
い
え
ば
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
先
輩
と
み
ん
な
思
っ
て
い

る
け
れ
ど
、
実
は
日
本
が
大
先
輩
。
奈
良
時
代
、
朝

廷
は
、
山
の
木
を
守
れ
、
繁
茂
さ
せ
よ
と
の
法
律
を

敷
い
た
。
こ
れ
が
世
界
最
古
の
保
安
林
法
で
す
。
下

流
の
水
田
を
洪
水
か
ら
守
り
、
ま
た
水
田
に
引
く
水

を
確
保
す
る
た
め
で
す
。「
日
本
の
山
は
米
が
作
っ

た
」
と
い
う
私
の
理
論
の
ゆ
え
ん
で
す
が
、
そ
ん
な

上
流
ま
で
配
慮
し
、
さ
ら
に
下
流
へ
の
水
の
量
ま
で

気
を
配
っ
て
い
る
。
日
本
の
よ
う
な
特
殊
な
条
件
下

で
、
水
と
つ
き
あ
う
と
い
う
こ
と
は
本
来
そ
う
い
う

も
の
な
の
で
す
ね
。
い
ま
で
も
井
手
揚
げ
は
続
い
て

い
ま
す
か
。

21

（10）
現
在
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
養
番
組
チ
ー
フ
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
。
東
条
内
閣
秘
密
日
記
、

高
松
宮
日
記
の
発
掘
紹
介
や
『
埴
谷

雄
高
・
独
白
「
死
霊
」
の
世
界
』

『
三
鷹
事
件
　
１
９
４
９
年
夏
に
何

が
起
き
た
の
か
』
の
著
者
。

（11）
旧
暦
の
八
月
一
日
の
こ
と
を
八
朔
と

い
う
。

（12）
水
路
の
従
属
構
造
物
（
取
水
・
排
水

施
設
、
橋
等
）
を
整
え
る
地
区
の
共

同
作
業

城原川　お茶屋北



宮
地

今
も
や
っ
て
い
て
ね
。
八
十
八
夜
の
連
休
を

つ
ぶ
し
て
ず
っ
と
や
っ
て
い
る
。

富
山

手
作
業
で
す
も
の
ね
。
農
業
人
口
が
減
っ
て

若
い
人
手
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。

宮
地

そ
れ
は
同
時
に
暮
し
の
水
で
も
あ
る
か
ら
、

地
区
総
出
で
す
よ
。
二
十
年
前
く
ら
い
、
栃
木
県
で

し
た
か
、
水
路
の
ト
ン
ネ
ル
の
中
に
入
っ
た
ら
ガ
ス

が
充
満
し
て
て
亡
く
な
ら
れ
た
方
が
出
た
と
い
う
話

も
あ
り
ま
し
た
ね
。
ま
あ
、
こ
の
頃
は
江
戸
時
代
以

来
苦
心
し
て
作
ら
れ
た
水
路
で
も
、
災
害
復
旧
と
い

う
名
目
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
し
て
し
ま
っ
て
、
手
の

か
か
ら
な
い
よ
う
に
は
な
っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
。
そ

れ
で
も
形
ば
か
り
だ
と
、
蛤
水
道
み
た
い
な
形
で
残

っ
て
い
ま
す
ね
。

宮
地

用
水
路
に
入
っ
た
水
を
上
手
に
使
う
た
め
に

は
、
水
を
思
う
通
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。
よ
く
ク
リ
ー
ク
は
水
路
だ
け
と
お
考
え

に
な
る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、
ク
リ
ー
ク
と
い
う
の

は
、
水
を
人
間
の
暮
し
に
あ
わ
せ
る
よ
う
に
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
す
る
。
だ
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
付
属
構
造
物
と

一
緒
に
し
な
い
と
、
ク
リ
ー
ク
に
な
ら
な
い
わ
け
で

す
。
例
え
ば
、
水
門
と
か
い
ろ
い
ろ
な
施
設
の
こ
と

で
す
な
。
同
じ
様
に
、
ち
ょ
っ
と
物
を
見
る
時
に
、

そ
こ
で
暮
ら
し
て
い
る
人
が
ど
ん
な
形
で
こ
れ
を
生

か
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
の
を
見
な
い
と
。
例
え

ば
、
城
原
川
の
草
堰
で
す
ね
。
草
堰
の
下
流
の
人
と

上
流
の
人
と
の
関
係
。
そ
れ
か
ら
そ
こ
で
取
っ
た
水

は
、
Ａ
と
い
う
集
落
、
Ｂ
と
い
う
集
落
の
水
に
な
っ

て
い
き
ま
す
よ
ね
。
で
も
、
ず
っ
と
用
水
路
の
下
流

ま
で
い
く
と
、
そ
の
水
だ
け
で
足
り
る
と
い
う
保
証

は
な
い
。
う
ま
い
具
合
に
、
あ
の
隣
に
田
手
川
っ
て

い
う
川
が
あ
り
ま
す
。
田
手
川
は
、
城
原
川
よ
り
筑

後
川
の
上
流
の
方
に
な
り
ま
す
か
ら
、
同
じ
筑
後
川

の
支
川
で
も
、
上
流
に
行
け
ば
行
く
ほ
ど
塩
分
の
少

な
い
水
が
来
ま
す
。
そ
れ
で
田
手
川
の
城
東
橋
の
あ

た
り
（
詑
田
江
）
で
ア
オ
を
取
る
。
あ
の
城
東
橋
ま

で
潮
が
上
っ
て
く
る
ん
で
す
。
そ
こ
の
ア
オ
の
質
が

良
い
。
上
流
に
な
る
ほ
ど
ね
。
だ
か
ら
そ
れ
を
取
っ

て
補
っ
て
い
る
。
実
に
上
か
ら
の
水
、
下
か
ら
の
水
、

両
方
を
上
手
に
使
い
な
が
ら
や
っ
て
い
る
。
も
っ
と

も
、
筑
後
川
本
川
で
の
ア
オ
取
水
に
つ
い
て
は
ト
ラ

ブ
ル
は
な
い
ん
で
す
が
、
逆
に
支
川
の
上
流
か
ら
取

っ
て
い
る
分
に
つ
い
て
は
、
日
割
り
だ
と
か
、
時
割

り
や
、
堰
の
構
造
、
大
き
さ
、
材
料
は
ど
こ
の
も
の

を
使
う
か
、
高
さ
は
ど
れ
く
ら
い
だ
と
か
、
い
ろ
い

ろ
あ
り
ま
す
。
ア
オ
に
つ
い
て
は
、
ち
ょ
っ
と
と
ら

え
ど
こ
ろ
の
な
い
よ
う
な
所
が
あ
り
ま
す
が
、
お
月

様
を
相
手
に
す
る
と
、
人
間
は
の
ん
び
り
す
る
ん
で

す
か
な
。
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クリーク― 水を人間の暮らしに合わせて
コントロールするしくみ

いま、（有明海の）海岸堤防に立って見ると海と陸との関係がよく分か

る。すぐ近くに昭和初期の堤防があり、その奥に明治の堤防が、さらに

その奥に江戸時代の堤防がというふうに、堤防が幾重にも整然と伸びて、

その時代時代の海岸線を示している。そして、堤防に囲まれたその干拓

地は、内陸に向かうほど階段状に地面が低くなっている。江戸時代の干

拓地より明治の干拓地のほうが高く、それよりも昭和の干拓地のほうが

高く、それよりも泥の干潟のほうが、まだ高い。足下の堤防の内側と外

側では、2メートルもの違いがある。現代の海岸堤防もまた、海の陸化

を助けている。

とはいえこの風景こそは干拓地の、水のコントロールの難しさを示す

ものであった。干拓が先へ伸びるほど、古い土地は排水困難となる。と

同時に用水源にも事欠いた。

人々は、農地のまわりの土を掘り、それを農地に盛り上げた。そのよ

うにしてできた壕がクリークになった。クリークは雨水を引き受ける排

水処理施設であり、同時にその水はかけがえのない用水源であり、水を

汲み上げては、繰り返し使われた。それでも水が足りなくてアオが使わ

れたのである。クリークはそのアオを貯め置く溜池でもあった。

当然ながらクリークは山からの川とつながり、さらに海からの潮の道、

江湖と呼ばれるもう一つの水の道ともつながった。

こうして独特の水の風景が出現する。網の目状に水路を走らせ、川水

と、クリークと、アオとを結んだ、一大水利システムの世界であった。

（富山和子『日本の米』より）



富
山

そ
れ
で
も
ア
オ
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
は
あ
る

わ
け
で
し
ょ
う
。

宮
地

そ
れ
よ
り
も
、
む
し
ろ
お
月
様
相
手
と
い
う

か
、
潮
の
満
ち
引
き
に
合
わ
せ
て
、
そ
の
時
間
に
行

っ
て
開
閉
す
れ
ば
い
い
。
た
だ
し
、
場
所
に
よ
っ
て

は
取
水
堰
の
付
近
で
、
マ
ム
シ
が
出
な
い
っ
て
い
う

保
証
は
な
い
わ
け
だ
か
ら
（
笑
）。
し
か
し
、
そ
う

い
う
形
で
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
て
い
ま
す
か
ら
、
お
互

い
思
い
や
り
も
あ
る
ん
で
す
。
と
い
う
の
は
、
下
流

の
方
で
は
、
上
流
で
取
ら
れ
る
と
困
る
の
で
、
堰
に

は
水
番
が
は
り
つ
い
て
い
る
ん
で
す
よ
。
水
番
は
眠

っ
て
い
な
い
け
ど
、
た
ぬ
き
寝
入
り
を
し
て
い
る
。

そ
れ
で
こ
う
い
う
話
が
あ
る
。「
酒
（
堰
）
が
上
が

ら
な
い
と
水
は
下
ら
な
い
」
と
（
笑
）。

そ
れ
と
同
じ
様
に
、
自
分
の
田
ん
ぼ
の
田
廻
り
を

し
て
る
で
し
ょ
う
。
今
は
蛇
口
で
す
け
れ
ど
。
人
が

苦
労
し
て
引
い
て
い
る
時
に
は
、
そ
れ
を
邪
魔
し
な

い
と
い
う
鉄
則
も
あ
る
ん
で
す
。
ず
る
い
人
は
、
草

履
（
足
長
）
を
田
の
畔
に
置
い
て
い
る
ん
で
す
。
田

廻
り
を
し
て
水
を
引
い
て
い
る
証
拠
に
な
る
か
ら
。

近
頃
は
草
履
が
な
い
か
ら
、
鍬
を
置
い
て
い
る
。
鍬

で
取
水
堰
を
開
け
た
り
閉
め
た
り
す
る
で
し
ょ
う
。

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
あ
た
り
に
行
き
ま
す
と
、
用
水
路

（
運
河
）
の
た
め
に
捕
虜
を
使
う
か
ら
、
捕
ら
わ
れ

た
人
が
、川
の
ほ
と
り
で
泣
い
た
っ
て
い
う
け
れ
ど
。

あ
そ
こ
で
は
取
水
堰
を
開
け
る
の
は
シ
ャ
ベ
ル
で

す
。
あ
そ
こ
に
は
厳
格
な
水
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が

あ
り
ま
す
ね
。

富
山

そ
う
で
す
ね
。
日
本
と
は
ま
た
違
っ
た
幾
何

学
の
世
界
で
す
。

宮
地

そ
れ
か
ら
ね
、
水
路
を
引
く
で
し
ょ
う
。
水

路
に
細
か
い
取
水
堰
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
か
ら
、

そ
れ
の
分
け
具
合
。
そ
れ
か
ら
水
が
足
り
な
い
か
ら

っ
て
隣
の
川
の
ね
、
城
原
川
だ
っ
た
ら
田
手
川
か
ら

の
ア
オ
を
ポ
ン
プ
で
揚
げ
て
、
そ
れ
で
水
の
足
り
な

い
と
こ
ろ
を
補
う
っ
て
い
う
や
り
か
た
で
し
ょ
う
。

そ
れ
も
ア
オ
取
水
は
一
ヶ
所
だ
け
で
な
く
、
何
ヶ
所

か
ら
も
取
る
。
そ
う
す
る
と
、
あ
る
地
区
の
農
民
の

水
勘
定
は
、
そ
れ
を
自
分
の
所
の
関
係
地
区
の
人
の

水
奉
仕
だ
け
で
な
く
、
隣
の
集
落
、
例
え
ば
Ａ
だ
Ｂ

だ
Ｃ
だ
と
い
う
集
落
ま
で
交
じ
り
合
っ
て
や
っ
て
い

る
ん
で
す
。
地
区
の
労
働
っ
て
い
う
の
は
、
地
区
単

位
で
す
が
、
そ
れ
で
あ
り
な
が
ら
他
の
地
区
の
恩
恵

に
も
加
わ
っ
て
い
る
。
村
全
体
と
し
て
の
経
費
の
割

り
当
て
は
、
自
分
た
ち
の
集
落
だ
け
で
の
一
人
あ
た

り
の
計
算
単
位
と
、
村
外
の
人
た
ち
の
計
算
の
単
位

と
は
違
っ
て
ね
。
書
き
方
は
『
村
外
経
費
割
り
当
て

帖
』
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
計
算
の
中
で
、

村
自
体
は
大
き
な
共
同
体
で
、
百
姓
仕
事
だ
け
で
な

く
、
冠
婚
葬
祭
、
慶
び
事
、
憂
い
事
、
い
ろ
い
ろ
あ

り
ま
す
ね
。
し
か
も
そ
れ
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら

な
い
こ
と
で
す
か
ら
、
経
費
は
臨
時
的
な
経
費
と
い

う
考
え
方
で
し
ょ
う
。
村
で
は
こ
れ
を
『
臨
時
費
割

り
当
て
帖
』
と
か
『
村
外
抜
き
物
取
立
帖
』
と
今
で

も
書
い
て
い
る
。
日
照
り
に
な
る
か
洪
水
に
な
る
か

も
わ
か
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
普
通
の
予
算
と
い
う
形

式
で
な
く
、「
全
部
結
果
と
し
て
、
こ
れ
だ
け
か
か

っ
た
か
ら
徴
収
し
ま
す
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
う
い
う
自
分
た
ち
の
暮
し
の
た
め
の
経
費

は
ね
、
国
か
ら
取
り
上
げ
ら
れ
る
も
の
と
は
呼
び
方

が
違
う
ん
で
す
。
共
同
体
で
お
互
い
に
金
を
抜
き
合

う
か
ら
、
こ
れ
は
「
抜
き
銭
」（
貫
物
）
っ
て
言
う

ん
で
す
。
そ
し
て
、
税
金
は
国
か
ら
強
制
的
に
取
り

上
げ
ら
れ
る
か
ら
、「
納
め
物
」
っ
て
言
う
ん
で
す
。

そ
の
言
葉
だ
け
で
も
、
い
か
に
農
民
の
世
界
が
あ
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
共
同
体
が
生
き
て
い
な
け

れ
ば
農
民
の
暮
し
は
な
い
ん
で
す
よ
。

よ
く
、
村
会
と
か
議
会
の
議
員
の
選
挙
の
時
に
、

大
字
が
い
く
つ
か
の
小
字
の
単
位
に
な
っ
て
ま
す
よ

ね
。
今
年
は
あ
そ
こ
の
字
が
当
番
だ
か
ら
と
い
う
よ

う
に
。
地
区
単
位
で
議
員
の
候
補
が
出
る
っ
て
い
う
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の
は
、
そ
う
い
う
背
景
が
あ
る
ん
で
す
。
そ
れ
を
た

だ
単
に
古
い
と
だ
け
言
え
る
か
ど
う
か
で
す
。
一
番

悪
い
の
は
、
残
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
の
区

別
が
つ
か
ず
に
、
バ
タ
バ
タ
と
壊
し
て
し
ま
っ
た
こ

と
で
す
。
明
治
以
来
の
日
本
人
の
悪
い
癖
じ
ゃ
な
い

で
す
か
。
つ
い
百
数
十
年
前
に
始
ま
っ
た
も
の
が
多

す
ぎ
る
で
し
ょ
う
。

結
局
ね
、「
土
地
と
水
は
連
続
し
て
い
る
」
と
い

う
思
想
が
な
い
と
わ
か
ら
な
い
。
ま
ず
連
続
っ
て
い

う
の
は
、
土
地
が
ず
っ
と
横
に
広
が
っ
て
い
る
。
横

の
広
が
り
と
縦
の
径
で
す
。
そ
う
す
る
と
時
間
と
空

間
を
含
む
こ
と
に
な
る
。
当
然
、
連
続
も
無
限
に
広

げ
て
い
く
と
世
界
中
が
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。
原
始

の
世
界
に
も
た
ど
り
つ
く
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
野
っ

て
い
う
の
を
持
た
ざ
る
を
え
な
い
わ
け
で
す
。

伝
承
さ
れ
る
農
村
の
知
恵

富
山

い
い
話
で
す
ね
。
平
六
渇
水
や
五
三
年
渇
水

で
具
体
的
に
知
り
た
い
こ
と
が
ま
だ
ま
だ
あ
る
の
で

す
。
皆
さ
ん
が
ど
ん
な
ふ
う
に
こ
れ
ま
で
の
知
恵
を

活
用
な
さ
っ
た
か
。

宮
地

先
祖
か
ら
の
知
恵
が
あ
り
ま
す
か
ら
。
渇
水

の
時
に
は
、
ど
こ
そ
こ
に
ポ
ン
プ
置
け
ば
間
違
い
な

く
ア
オ
が
取
れ
る
と
い
う
場
所
を
知
っ
て
い
ま
す

よ
。

富
山

そ
れ
は
子
供
も
受
け
継
ぎ
ま
す
か
。

宮
地

受
け
継
ぎ
ま
す
ね
。
ア
オ
取
水
だ
け
で
は
な

く
。
例
え
ば
一
九
五
三
（
昭
和
二
八
）
年
の
水
害
の

時
の
、
諸
富
町
の
話
で
す
が
ね
。
堤
防
が
壊
れ
た
か

ら
、
パ
ァ
ー
ッ
と
水
が
来
て
い
る
で
し
ょ
う
。
す
る

と
都
合
が
良
い
こ
と
に
筑
後
川
は
潮
が
引
い
て
る
。

「
今
の
う
ち
に
、
こ
の
堤
防
を
打
ち
壊
し
て
大
水
を

流
し
て
し
ま
え
。
そ
し
て
潮
が
満
ち
る
前
に
は
堤
防

を
塞
げ
ば
い
い
」
と
。

富
山

そ
う
し
た
カ
ン
が
ま
だ
磨
か
れ
て
い
る
と
し

た
ら
、
す
ご
い
こ
と
で
す
ね
。

宮
地

工
人
や
職
人
の
匠
の
業
と
同
じ
で
す
よ
。
お

日
さ
ま
（
お
て
ん
と
う
さ
ま
）
相
手
の
青
空
株
式
会

社
社
長
の
ほ
こ
り
で
す
ね
。

富
山

筑
後
川
は
福
岡
市
と
矢
部
川
に
水
を
分
け
て

い
る
。
地
図
を
見
て
し
み
じ
み
思
う
の
で
す
が
、
こ

の
決
し
て
大
き
く
な
い
体
で
、
何
と
大
き
な
荷
を
背

負
わ
さ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
と
。
そ
し
て
も
う
一

つ
思
う
の
は
、
そ
れ
で
も
農
業
が
水
を
使
っ
て
い
る

う
ち
は
よ
い
の
で
す
が
、
都
市
用
水
が
増
え
る
よ
う

だ
と
、
筑
後
川
は
気
の
毒
な
川
に
な
る
。
農
業
が
水

を
使
う
こ
と
は
水
を
作
る
こ
と
だ
か
ら
で
す
。

と
こ
ろ
で
宮
地
先
生
は
、
基
本
的
に
こ
の
あ
た
り

は
水
貧
乏
だ
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
ね
。

宮
地

い
や
ね
、
ク
リ
ー
ク
が
あ
る
の
は
川
が
頼
り

な
い
か
ら
で
す
。
水
貧
乏
と
は
、「
や
り
く
り
上
手
」

と
い
う
こ
と
。
収
入
の
少
な
い
人
ほ
ど
「
や
り
く
り

上
手
」
で
す
。
そ
こ
に
、
い
ろ
ん
な
智
恵
が
出
て
く

る
。
乏
し
い
水
源
の
川
を
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
使
う
。
水

源
を
強
化
し
探
し
出
す
。
そ
の
た
め
の
舞
台
装
置
が

ク
リ
ー
ク
、
溜
池
、
井
戸
、
筑
後
川
本
流
の
変
形
利

用
と
し
て
の
ア
オ
取
水
で
す
。
こ
れ
は
個
人
の
力
で

は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
溜
池
の
共
同
体
、
ク
リ

ー
ク
共
同
体
と
し
て
の
村
が
あ
る
。
だ
が
、
個
々
の

村
だ
け
で
は
や
っ
て
い
け
な
い
。
用
水
ご
と
、
水
系

ご
と
に
村
々
連
合
が
あ
る
。

富
山

ア
オ
は
農
業
用
水
で
は
あ
る
け
れ
ど
、
い
ろ

い
ろ
と
生
活
用
水
で
も
使
う
わ
け
で
す
ね
。

宮
地

こ
れ
は
ね
、
筑
後
川
の
水
で
は
、
す
っ
と
潮
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が
引
い
て
、
次
に
潮
が
満
ち
て
く
る
前
の
状
態
の
水

が
一
番
い
い
の
で
す
。
そ
の
水
は
澄
み
き
っ
て
い
ま

す
よ
。
潮
が
引
い
た
あ
と
は
、
全
部
淡
水
だ
か
ら
。

生
活
用
水
に
つ
い
て
い
う
と
、
極
端
に
言
え
ば
、
こ

こ
い
ら
は
干
拓
地
で
新
し
い
土
地
で
す
か
ら
、
地
下

水
は
ま
ず
い
ん
で
す
よ
。
井
戸
は
使
え
な
い
。
自
然

の
川
の
水
の
方
が
い
い
。
そ
れ
が
潮
先
（
し
お
さ
き
）

の
水
な
ん
で
す
。

潮
先
の
水
と
い
う
の
は
、
満
潮
が
は
じ
ま
っ
て
押

し
上
げ
る
最
初
の
淡
水
の
水
の
こ
と
で
す
。
上
が
っ

て
く
る
直
前
が
好
き
だ
と
い
う
人
も
い
る
。
保
存
す

る
た
め
に
は
大
寒
の
時
の
水
が
い
い
。

こ
の
潮
先
の
水
を
毎
日
汲
む
。
し
か
し
、
梅
雨
の

時
に
は
取
れ
な
い
か
ら
、
梅
雨
に
備
え
て
家
々
で
は

大
き
な
水
瓶
を
三
本
く
ら
い
用
意
し
て
い
る
。
潮
先

の
水
を
汲
ん
で
、
一
番
家
の
北
側
の
く
ら
い
納
戸
に

醤
油
の
瓶
な
ど
と
一
緒
に
置
い
て
お
く
。
長
梅
雨
が

続
い
て
水
が
使
え
な
い
時
は
そ
れ
を
使
う
わ
け
で

す
。
普
段
は
毎
日
汲
ん
で
き
た
ん
で
す
。
毎
日
汲
ん

で
く
る
水
で
も
、
で
き
る
だ
け
ろ
過
機
に
か
け
た
ほ

う
が
い
い
。
飲
料
用
に
使
う
水
で
す
か
ら
、
飲
料
水

の
飯
洞
甕
（
は
ん
づ
う
が
め
）
に
木
炭
、
砂
利
、
砂

と
か
で
ろ
過
し
て
使
う
。

富
山

ク
リ
ー
ク
は
他
の
地
域
に
も
あ
り
ま
す
ね
。

宮
地

利
根
川
あ
た
り
に
も
あ
っ
た
ん
で
す
よ
。
こ

こ
の
よ
う
に
平
野
全
体
が
ク
リ
ー
ク
と
い
う
の
は
、

中
国
の
蘇
州
か
ら
杭
州
の
あ
た
り
。
ク
リ
ー
ク
と
い

う
言
葉
は
、
中
国
の
上
海
事
変
で
で
き
た
言
葉
な
ん

で
す
。も
と
も
と
溝
渠
と
書
い
て
ク
リ
ー
ク
と
い
う
。

溝
渠
と
か
溝
。
土
地
の
も
の
は
、
堀
（
ホ
イ
）
と
か

い
う
。
例
え
ば
、
用
水
で
ず
っ
と
水
を
必
要
な
所
ま

で
引
く
で
し
ょ
う
。
す
る
と
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
流
れ

て
い
る
か
ら
、
こ
う
い
う
の
は
流
れ
堀
と
い
う
ん
で

す
。
そ
れ
か
ら
、
今
度
は
ア
オ
を
ひ
く
堀
は
、
も
と

も
と
江
湖
（
エ
ゴ
）（
注
13
）
か
ら
出
て
来
て
い
る
か

ら
、
こ
れ
は
江
湖
堀
っ
て
い
う
ん
で
す
。
干
拓
地
の

場
合
は
、
潮
抜
き
の
た
め
の
水
遊
び
と
い
う
ク
リ
ー

ク
も
あ
る
。
海
岸
堤
防
に
そ
っ
て
横
に
ず
っ
と
潮
抜

き
の
水
遊
び
が
で
き
て
ま
す
。
そ
れ
か
ら
集
落
を
取

り
囲
む
も
の
も
あ
る
。
中
に
は
自
分
の
家
を
建
て
る

時
に
、
地
上
げ
も
か
ね
て
掘
っ
た
濠
な
ん
て
い
う
の

も
あ
る
け
ど
。
機
能
的
に
言
え
ば
い
ろ
い
ろ
あ
る
け

れ
ど
、
時
代
的
に
言
え
ば
そ
れ
ぞ
れ
の
技
術
と
需
要

に
応
じ
て
、
弥
生
初
期
の
海
が
、
後
背
湿
地
（
バ
ッ

ク
マ
ー
シ
ュ
）
を
利
用
し
た
様
な
ク
リ
ー
ク
も
あ
れ

ば
、
そ
の
後
の
律
令
時
代
の
ク
リ
ー
ク
も
あ
る
し
、

荘
園
時
代
の
ク
リ
ー
ク
も
あ
る
。
昨
日
見
た
よ
う
な

直
鳥
の
、
戦
乱
の
時
代
の
環
濠
集
落
も
あ
る
。
近
世

の
大
名
時
代
に
な
っ
て
各
地
ま
ち
ま
ち
の
開
発
で
な

く
、
広
く
見
渡
し
た
、
広
い
範
囲
で
の
水
の
や
り
と

り
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
近
世
の
ク
リ
ー
ク
。
そ
れ

か
ら
、
明
治
以
降
の
ク
リ
ー
ク
の
中
で
は
、
万
右
衛

門
の
踏
み
車
が
電
気
灌
漑
に
代
わ
り
ま
す
。
そ
れ
で

電
気
灌
漑
に
都
合
の
い
い
よ
う
な
大
正
時
代
の
ク
リ

ー
ク
も
あ
る
。
昭
和
に
な
っ
て
、
二
十
四
年
に
土
地

改
良
法
に
基
づ
く
国
営
事
業
で
作
ら
れ
た
ク
リ
ー

ク
。
今
の
筑
後
川
の
下
流
の
用
水
事
業
。
明
治
以
前

の
ク
リ
ー
ク
は
、
明
治
の
田
区
改
正
で
だ
い
ぶ
潰
さ

れ
て
い
る
。
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現
在
の
ク
リ
ー
ク
地
帯
は
、
か
つ
て

は
干
満
差
六
メ
ー
ト
ル
の
有
明
海
が

河
川
で
運
ば
れ
て
き
た
泥
を
押
し
上

げ
堆
積
し
た
干
潟
で
あ
っ
た
。
そ
の

際
、
干
潟
に
は
河
川
か
ら
の
水
が
流

れ
る
澪
筋
が
で
き
る
。
満
潮
時
に
は

海
に
沈
み
、
干
潮
時
に
は
河
川
と
な

っ
て
水
を
流
す
。
こ
れ
が
長
い
年
月

を
経
て
発
達
し
、
江
湖
と
呼
ば
れ
る

川
筋
と
な
っ
た
。

▲
かつての佐賀江、城原川
とクリーク
蛇行しているのが佐賀江
川。左上から右に流れて
いるのが城原川、上流に
環濠集落が見える。
※写真提供：宮地米蔵氏

t
佐賀江川枝吉水門より周
辺を見る
枝吉水門は佐賀江の洪水
をカットする分水水門で
あるが、最大のアオ取水
門でもある。



平
六
渇
水

富
山

平
六
渇
水
と
五
三
年
渇
水
の
話
を
も
う
ち
ょ

っ
と
う
か
が
え
ま
す
か
。
平
六
渇
水
の
時
は
佐
賀
県

は
だ
い
ぶ
苦
労
し
た
と
い
う
話
し
は
聞
い
て
い
ま
す

が
、こ
こ
で
も
皆
さ
ん
苦
労
を
な
さ
っ
た
ん
で
す
か
。

宮
地

ク
リ
ー
ク
が
な
け
れ
ば
も
っ
と
苦
労
し
た
で

し
ょ
う
。
平
六
渇
水
で
は
、
や
は
り
ア
オ
地
帯
で
ね
、

ア
オ
に
頼
れ
る
か
ら
と
思
っ
て
上
流
に
や
り
す
ぎ
た

所
も
あ
り
ま
す
ね
。
ア
オ
が
悪
す
ぎ
て
、
二
度
に
わ

た
っ
て
上
流
の
松
原
ダ
ム
を
開
放
し
て
も
ら
っ
た
け

れ
ど
、
だ
め
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
時
に
、「
下
流
に

届
く
ま
で
ま
だ
我
慢
し
と
っ
て
下
さ
い
」
と
い
う
の

は
酷
で
は
あ
る
。
水
が
来
る
の
を
相
当
待
ち
か
ね
て

い
た
か
ら
ね
。
農
民
心
理
と
し
て
そ
う
で
し
ょ
う
。

日
割
り
時
割
り
で
自
分
の
所
に
水
が
引
け
な
い
時
に

は
。
農
民
は
素
朴
な
生
活
し
て
い
ま
す
か
ら
、
一
番

の
ご
ち
そ
う
は
赤
飯
で
す
が
、
目
の
前
に
赤
飯
が
あ

る
の
に
、
飢
え
死
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

感
じ
で
す
。「
赤
飯
枕
に
か
つ
れ
死
に
」（
注
14
）
と
い

う
表
現
が
あ
り
ま
す
よ
。

筑
後
川
の
河
口
に
本
川
と
支
川
に
挟
ま
れ
た
大
き

な
中
州
。
こ
れ
は
上
の
ほ
う
が
福
岡
県
、
下
が
佐
賀

県
で
、
福
岡
県
側
は
大
野
島
、
佐
賀
県
の
ほ
う
は
大

詫
間
と
い
い
ま
す
。
大
野
島
に
大
き
な
ポ
ン
プ
が
あ

る
ん
で
す
が
、
上
流
か
ら
引
い
た
方
が
ア
オ
は
質
が

い
い
で
す
か
ら
。
そ
の
水
は
幹
線
水
路
下
流
に
あ
る

佐
賀
県
側
の
大
詫
間
島
の
方
に
ね
。
そ
こ
に
微
妙
な

問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
、
ほ
ら
、（
筑
後
川

河
口
部
の
地
図
を
示
し
な
が
ら
）
こ
れ
が
上
の
ほ
う

が
大
野
島
で
福
岡
県
、
こ
こ
が
旧
柳
川
領
で
す
ね
、

島
の
中
で
ポ
ン
プ
は
こ
こ
に
あ
る
ん
で
す
。
こ
こ
で

公
団
が
も
っ
て
き
た
パ
イ
プ
と
つ
な
い
だ
わ
け
で

す
。
下
に
届
い
て
か
ら
取
る
と
い
う
の
は
、
律
の
雑

令
（
ざ
つ
り
ょ
う
）
の
中
で
も
、
水
を
使
う
場
合
は

下
か
ら
先
に
す
る
っ
て
い
う
鉄
則
が
あ
る
ん
で
す
。

用
水
が
下
に
届
い
て
か
ら
、
上
の
ほ
う
は
取
ろ
う
と

思
え
ば
い
つ
で
も
取
れ
る
わ
け
で
す
。
で
す
か
ら
、

た
と
え
ば
水
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
む
場
合
は
、

ま
ず
下
流
に
届
い
て
か
ら
。
矢
部
川
な
ん
か
特
に
そ

う
で
す
が
、
半
人
工
的
支
川
で
福
岡
県
の
ク
リ
ー
ク

地
帯
に
水
を
引
い
て
い
る
け
れ
ど
、
そ
う
い
う
時
に

は
、
八
十
八
夜
ま
で
は
、
全
部
下
流
の
ク
リ
ー
ク
地

帯
に
水
を
運
搬
し
て
、
そ
の
あ
い
だ
上
流
の
花
宗
川

の
上
の
方
は
取
ら
な
い
わ
け
で
す
。
そ
う
い
う
意
味

で
下
流
を
先
に
す
る
っ
て
い
う
の
は
、
そ
れ
で
ト
ー

タ
ル
と
し
て
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
る
わ
け
で
す
。
逆

に
下
に
十
分
や
っ
て
い
る
か
ら
、
原
則
と
し
て
は
八

十
八
夜
過
ぎ
た
ら
下
流
に
は
流
さ
な
い
。
そ
う
は
言

っ
て
も
適
当
に
雨
が
降
っ
て
き
た
り
す
る
も
ん
で
す

が
。
平
六
の
渇
水
の
場
合
は
、
下
筌
・
松
原
ダ
ム
を

開
放
し
な
い
と
、
ア
オ
の
水
質
が
悪
く
て
取
れ
な
か

っ
た
。
一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
の
時
に
は
、
ま

だ
う
ま
く
い
っ
た
け
れ
ど
。
平
六
の
時
に
は
、
一
番

下
流
の
大
詑
間
は
だ
め
で
し
た
ね
。

富
山

平
六
渇
水
の
時
は
福
岡
と
の
関
係
は
何
も
な

か
っ
た
わ
け
で
し
ょ
う
。
筑
後
川
水
系
の
中
で
農
民

ど
う
し
の
間
で
苦
労
な
さ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
佐
賀
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佐
賀
地
方
の
方
言
で
飢
え
死
に
の
こ

と
を
「
か
つ
れ
死
に
」
と
い
う
。



の
も
っ
と
山
側
で
ヨ
ズ
ミ
ガ
エ
が
あ
っ
た
と
い
う
話

を
聞
き
ま
し
た
。「
も
う
う
ち
の
田
ん
ぼ
は
枯
ら
す
。

我
慢
し
ま
す
。
お
た
く
は
共
倒
れ
に
な
ら
な
い
よ
う

に
」
と
。

宮
地

蛤
水
道
で
の
話
で
す
ね
。
あ
そ
こ
は
も
と
か

ら
厳
格
な
水
の
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
る
ん
で
す
。

近
世
に
成
富
兵
庫
（
注
15
）
が
蛤
水
道
を
造
っ
た
時
か

ら
。
自
分
の
水
田
が
助
か
る
か
助
か
ら
な
い
か
、
あ

る
程
度
ま
で
日
照
り
が
進
行
す
れ
ば
わ
か
り
ま
す
か

ら
ね
。
そ
れ
で
、
そ
の
時
の
割
り
当
て
で
、
そ
の
年

の
自
分
の
耕
作
を
放
棄
す
る
。
そ
の
か
わ
り
、
そ
の

後
の
補
償
措
置
は
い
ろ
い
ろ
考
え
て
い
ま
す
よ
ね
。

補
償
と
い
う
考
え
方
と
い
う
の
は
共
同
体
で
は
じ

め
て
あ
る
わ
け
で
す
よ
。
つ
ま
り
そ
の
人
の
受
け
る

特
別
の
犠
牲
を
み
ん
な
で
カ
バ
ー
す
る
。
そ
う
い
う

時
に
、「
俺
は
い
ら
ん
」
と
い
う
け
れ
ど
も
、
み
ん

な
で
面
倒
を
み
て
く
れ
と
い
う
こ
と
な
ん
で
す
。

た
と
え
ば
ダ
ム
を
造
る
、
道
路
を
造
る
。
そ
の
金

を
な
ぜ
税
金
か
ら
補
償
し
な
く
ち
ゃ
な
ら
な
い
か
と

言
う
人
は
、
自
分
た
ち
が
国
全
体
の
共
同
社
会
の
構

成
員
だ
と
い
う
意
識
が
低
い
と
い
う
こ
と
で
す
よ
。

そ
れ
が
個
々
に
ち
ゃ
ん
と
共
同
体
が
あ
っ
て
、
は
じ

め
て
そ
う
い
っ
た
「
今
回
、
俺
は
水
は
い
ら
な
い
ょ
」

と
い
っ
た
耕
作
放
棄
が
生
ま
れ
る
。
す
る
と
、
周
り

は
見
て
見
ぬ
ふ
り
は
で
き
な
い
か
ら
、
後
の
こ
と
は

我
々
で
考
え
さ
せ
て
く
れ
と
い
う
。
持
ち
つ
持
た
れ

つ
と
い
う
関
係
な
ん
で
す
。

富
山

「
水
に
よ
っ
て
結
ば
れ
て
い
る
ん
だ
」
と
い

う
点
が
、
水
社
会
の
一
番
の
本
質
で
す
ね
。

宮
地

そ
れ
が
地
域
の
中
に
生
き
て
い
て
、
こ
う
い

う
状
況
に
な
っ
た
ら
こ
れ
を
犠
牲
に
せ
ざ
る
を
得
な

い
ぞ
、
と
い
う
感
覚
が
受
け
継
が
れ
る
わ
け
で
す
。

富
山

洪
水
や
渇
水
の
時
に
も
、
そ
れ
が
生
き
る
わ

け
で
す
ね
。

宮
地

そ
う
、ど
こ
の
田
が
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
、

み
ん
な
は
知
っ
て
い
ま
す
か
ら
。
昭
和
一
四
年
の
渇

水
の
時
に
は
、「
こ
ん
な
に
水
が
足
り
な
い
な
ら
、

ど
こ
そ
こ
の
田
ん
ぼ
は
水
の
集
ま
り
や
す
い
場
所
だ

か
ら
溜
池
に
提
供
し
た
」と
い
う
所
も
あ
り
ま
し
た
。

富
山

た
だ
、
そ
れ
が
開
発
の
歴
史
と
と
も
に
、
ど

ん
ど
ん
失
わ
れ
て
い
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
こ
こ
で

は
ま
だ
か
な
り
生
き
て
い
ま
す
が
。

宮
地

ま
ず
ね
、
電
気
灌
漑
っ
て
蛇
口
ひ
ね
れ
ば
一

軒
一
軒
流
れ
る
で
し
ょ
う
。
あ
れ
で
送
水
し
て
、
そ

れ
に
合
わ
せ
て
田
植
え
を
す
る
。
と
こ
ろ
が
ね
、
隣

の
田
ん
ぼ
に
水
が
入
っ
て
い
る
の
に
、
俺
の
所
は
水

の
い
ら
な
い
畑
を
作
る
と
か
、
例
え
ば
、
水
田
や
め

て
ハ
ウ
ス
を
や
る
ん
だ
と
い
う
わ
け
に
い
か
な
い
ん

で
す
。
だ
か
ら
、
私
の
友
人
の
酒
屋
が
菱
焼
酎
を
造

っ
て
い
ま
す
け
れ
ど
、
天
然
の
菱
だ
け
で
は
足
り
な

い
か
ら
、
水
田
に
菱
を
養
殖
し
て
も
ら
お
う
と
す
る

と
、
ま
わ
り
の
田
圃
は
麦
を
植
え
て
い
る
の
で
、
水

を
入
れ
た
ら
困
る
と
言
わ
れ
た
。
そ
う
い
う
こ
と
が

あ
っ
て
、
自
然
に
耕
作
の
手
段
が
自
ず
か
ら
縛
ら
れ

る
っ
て
い
う
よ
う
な
こ
と
も
あ
る
。
い
ろ
ん
な
形
で

共
同
体
と
い
う
の
は
…
…
。

富
山

近
代
化
さ
れ
て
い
く
と
、
ど
ん
ど
ん
崩
れ
て

い
く
。

宮
地

今
ま
で
農
水
省
は
汎
用
農
地
と
言
っ
て
い
る

で
し
ょ
う
。
つ
ま
り
何
に
で
も
使
え
る
、
水
田
で
も

畑
で
も
ど
ち
ら
に
も
使
え
る
農
地
。
と
こ
ろ
が
、
ハ

ウ
ス
と
い
う
の
も
年
中
水
が
い
ら
な
い
か
と
い
う

と
、
あ
る
程
度
の
水
は
必
要
で
す
。
し
か
も
必
要
な

時
は
四
六
時
中
で
し
ょ
う
。
そ
れ
か
ら
、
国
営
の
幹

線
水
路
を
は
じ
め
、
県
の
水
路
の
水
位
を
、
今
の
こ

の
時
期
で
下
げ
ら
れ
な
い
。
い
い
水
質
を
保
つ
た
め

に
は
、
溜
池
で
も
年
に
一
度
は
乾
か
さ
な
く
て
は
い

け
ま
せ
ん
し
、
水
路
に
し
て
も
、
時
々
乾
か
し
て
、

根
っ
こ
か
ら
浚
え
な
い
と
い
け
な
い
。
水
路
や
溜
池

の
底
を
空
気
に
触
れ
さ
せ
な
い
と
、
水
質
が
保
て
な

い
。
そ
う
い
っ
た
維
持
管
理
の
問
題
が
い
ろ
い
ろ
あ

る
わ
け
で
す
。
さ
ら
に
灌
漑
に
使
う
電
気
は
、
地
区

ご
と
の
計
算
で
電
気
代
い
く
ら
か
か
っ
た
か
と
考
え

る
で
し
ょ
う
。
ど
こ
ま
で
い
っ
て
も
農
業
っ
て
い
う

の
は
、
そ
う
い
う
共
同
体
の
つ
な
が
り
が
ま
と
わ
り

つ
い
て
く
る
わ
け
で
す
。

農
業
に
関
わ
ら
ず
、
ど
こ
の
世
界
で
も
複
雑
な
複

合
文
化
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
で
す
か

ら
こ
こ
の
ク
リ
ー
ク
地
帯
の
特
徴
は
ね
、
み
ん
な
が

村
の
役
職
を
ず
っ
と
順
番
に
や
っ
て
い
き
ま
す
よ

ね
。
固
定
的
に
あ
る
特
定
の
家
が
な
る
と
い
う
こ
と

は
な
く
て
、
平
均
化
さ
れ
平
等
化
さ
れ
て
い
る
。
庄

屋
、
区
長
、
み
ん
な
廻
り
持
ち
。
世
襲
で
は
な
い
。

こ
れ
が
ク
リ
ー
ク
の
特
徴
な
わ
け
で
す
。

27

（15）
成
富
兵
庫
茂
安
　
一
五
六
〇
〜
一
六

三
四
（
永
禄
三
〜
寛
永
一
一
）。
龍

造
寺
隆
信
、
鍋
島
直
茂
・
勝
重
に
仕

え
た
武
将
。
蛤
水
道
を
は
じ
め
、
藩

内
の
河
川
改
修
、
た
め
池
築
造
な
ど

治
水
事
業
に
大
き
な
功
績
を
挙
げ
た

こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
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筑
後
川
は
私
の
大
好
き
な
川
で
す
。
日
本
中
の
川

を
歩
い
て
来
た
私
で
す
が
、
こ
れ
ほ
ど
思
い
入
れ
を

込
め
、
丹
念
に
、
繰
り
返
し
繰
り
返
し
書
い
て
き
た

川
も
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
の
川
と
い
う
も
の
を

こ
の
川
に
代
表
さ
せ
て
書
い
た
の
が『
水
の
文
化
史
』

で
し
た
。
そ
の
後
も
部
分
的
に
で
す
が
『
日
本
再
発

見
　
水
の
旅
』
に
、
ま
た
『
日
本
の
米
』『
お
米
は

生
き
て
い
る
』（
注
16
）
に
。

筑
後
川
は
収
斂
す
る
川
で
す
。利
根
川
の
よ
う
に
、

下
流
は
広
が
っ
て
ど
こ
か
へ
い
っ
て
し
ま
う
、
と
ら

え
ど
こ
ろ
の
な
い
川
と
は
違
い
ま
す
。
こ
の
川
で
使

っ
た
水
は
必
ず
こ
の
川
に
戻
る
、
そ
う
い
う
分
か
り

や
す
い
川
な
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
い
ま
行
わ
れ
て

い
る
よ
う
に
、
水
系
を
越
え
て
福
岡
市
に
ま
で
水
を

あ
げ
る
と
い
う
こ
と
は
、川
の
本
分
を
越
え
さ
せ
た
、

実
は
異
常
で
大
変
な
こ
と
な
の
で
す
。
川
の
個
性
を

壊
し
て
し
ま
う
大
手
術
、
と
い
っ
て
も
良
い
。
福
岡

市
民
は
、
ど
こ
ま
で
そ
の
認
識
を
持
っ
て
い
る
か
。

そ
の
収
斂
す
る
川
の
中
で
、筑
後
川
の
人
た
ち
は
、

上
流
も
中
流
も
下
流
も
、
よ
っ
て
た
か
っ
て
水
を
作

っ
て
き
た
。
筑
後
川
が
魅
力
的
な
理
由
が
そ
こ
に
あ

り
ま
す
。
上
流
が
森
林
を
作
り
、
水
を
作
る
。
中
流

が
そ
の
水
を
水
田
に
引
い
て
、
水
田
は
ダ
ム
で
す
か

ら
、
ま
た
水
を
作
る
。
そ
し
て
下
流
で
は
そ
の
水
が

海
へ
行
っ
て
し
ま
う
と
、
そ
れ
を
ま
た
引
き
上
げ
て

陸
地
に
止
め
る
。
こ
れ
が
ア
オ
で
し
た
。

土
に
つ
い
て
も
同
じ
で
す
。
よ
っ
て
た
か
っ
て
土

づ
く
り
を
し
て
い
る
。
上
流
の
森
林
が
土
を
作
る
。

洪
水
が
そ
れ
を
海
へ
運
ぶ
。
そ
れ
を
海
が
陸
地
に
返

し
て
く
れ
る
。
そ
れ
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て
陸
地
に
止
め

て
い
く
。
こ
れ
が
干
拓
で
し
た
。
上
流
が
土
を
作
る
。

下
流
が
そ
れ
を
受
け
止
め
る
と
い
う
、
こ
れ
ま
で
の

日
本
列
島
の
国
土
作
り
の
図
式
の
、
そ
の
典
型
的
な

姿
を
し
て
い
る
の
が
筑
後
川
だ
っ
た
の
で
す
。

い
ま
、
上
流
で
は
林
業
が
衰
退
し
て
、
森
林
が
歴

史
始
ま
っ
て
以
来
の
危
機
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
農

業
も
危
う
く
、
加
え
て
ア
オ
の
文
化
が
な
く
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
心
細
い
限
り
で
す
。
せ
め
て
ア
オ

取
水
の
技
術
く
ら
い
は
、
映
像
や
活
字
で
は
な
く
模

型
な
ど
を
使
っ
て
、
可
能
な
限
り
文
化
遺
産
と
し
て

残
す
こ
と
が
出
来
な
い
か
。
ア
オ
の
文
化
博
物
館
を

提
案
し
て
、
終
わ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

（16）
富
山
和
子
『
お
米
は
生
き
て
い
る
』

講
談
社
　
1
9
9
5
年

ア
オ
の
文
化
博
物
館
を

―

対
談
を
終
え
て

―
　
　
　
富
山
和
子

城原川の草堰
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―
―
編
集
後
記
―
―

▼
「
水
に
か
か
わ
る
生
活
意
識
調
査
」。
た
っ
た
五
年

間
の
定
点
観
測
で
も
、
様
々
な
変
わ
り
よ
う
を
見
つ

け
だ
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
代
の
都
市
生
活
者

が
水
に
求
め
て
い
る
も
の
、
水
に
思
い
を
込
め
て
い

る
も
の
、
安
全
な
水
へ
の
渇
望
、
水
を
守
る
た
め
に

必
要
な
行
動
意
識
…
。
ま
さ
に
、
都
市
の
暮
ら
し
に

も
、
い
ろ
い
ろ
な
水
と
の
つ
き
あ
い
方
が
あ
る
も
の

で
す
。

▼
　
日
本
最
後
の
清
流
と
言
わ
れ
る
四
万
十
川
。
生

活
雑
排
水
を
、
木
炭
や
石
を
組
み
合
わ
せ
た
浄
化
槽

を
通
し
て
き
れ
い
に
す
る
下
水
方
式
と
し
て
「
四
万

十
川
方
式
」
が
有
名
で
す
。
今
回
は
、
詳
し
く
御
紹

介
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
後
全
国
の
こ
う
し
た

活
動
も
し
っ
か
り
と
調
査
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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